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Ⅰ ． 法人基本理念及び基本方針
基本理念

基本方針
一 ．
二 ．
三 ．
四 ．
五 ．

Ⅱ ． 法人状況

【短期目標1年～3年】
① ご利用者様へ感動を与える取り組み

状　　況：

② 人材の育成（コミュニケーション能力の向上）

状　　況：
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個人の尊厳を尊重し、平安な生活を提供します

ご利用者お一人おひとりの意向に沿ったサービスの実現を目指します
ご家族と共に信頼にこたえる施設を目指します
職員は一致協力し笑顔を持って、質の高いサービスの提供を目指します
施設の専門性を活かし地域福祉に貢献します
社会福祉の向上に根差した事業の継続を目指します

2025年度は、昭和100年、戦後80年という日本の節目の年でもあり、私共清明会に
とっても、法人創立60周年を迎えた節目の年となりました。ご利用者様、ご家族様、地
域をはじめとする多くの方々に感謝致すと共に日々業務に励んで頂いている全ての
職員にも改めて感謝をする機会となりました。早いもので、2000年の介護保険制度開
始から四半世紀が経ち、長年言われ続けて来た2025年問題（団塊の世代が全員75歳
以上になる年）が現実のものとなり、地域における高齢者支援のニーズが高まる一方
で、社会資源が充実を超え、乱立傾向にある為、ご利用者様の待機数は減少傾向に
あるように感じます。その様な中でご利用者様から選ばれる施設であるためのサービ
ス提供を職員が一生懸命に考え、日々の暮らしの彩りを模索しています。さて、わが
国では、全産業における働き手不足が深刻となり事業の継続に大きな影響を及ぼして
いる状況で、介護業界においても介護人材数は、2022年の215万人をピークに減少し
ているとの報告があります。技能継承として選択肢の一つであった、外国人材の雇用
は、今では必要不可欠となり、技能実習生として受け入れた職員が、介護福祉士に合
格するなど本人たちの努力や周囲の温かいサポートの成果が出始めています。法人
としては、言語などのコミュニケーションスキルを含めた、人材育成の在り方を見直し、
法人での人材育成マニュアルの作成に着手しました。今後は技能実習制度にかわる
育成就労制度での職員採用についても検討をして参ります。1年を振り返りますと物価
高騰や賃金の高騰など、経営に大きな影響を受けています。公的価格である介護報
酬を主たる収入源とする私たちの業界は、一般企業との競争力に耐えうる力を持ち合
わせておりません。しかしながら職員の確保や定着のために介護報酬の改定を待た
ずに賃金等へ投じるため、本年度は、厳しい決算数値となりました。世界情勢におけ
る原油の高騰など経営においては、厳しい環境が続きますが、今後5年を事業継続へ
向けた重要な時期ととらえて、法人の持つヒト・モノ・カネ・シラセの資源を最大限に活
用して、ご利用者様に更なる快適なサービスを提供できる体制づくりを進めて参り、4
施設がお互いに協力して、笑顔あふれる法人運営を目指して参ります。

10月に法人4施設が参加して第1回風船バレーボール大会を開催
しました。ご利用者様に大変喜んで頂き、令和8年度は11月に法人
4施設の文化展も企画しています。皆様が参加できるイベントを法
人で取組みます。

外部講師を依頼して、言葉掛けの法人内研修を実施しました。とて
も重要な研修ですので令和8年度も引続き研修を実施します。



③ 発災時の対応力の強化

状　　況：

④ 人事考課制度の見直し

状　　況：

⑤ メンタルヘルスケアの強化

状　　況：

⑥ 法人認知度強化

状　　況：

⑦ 財務基盤の強化

状　　況：

⑧ 地域活動への参加

状　　況：

【中・長期目標4年～10年】
① 長舟園の大規模修繕
②
③ 次世代人材の育成

状　　況：

Ⅲ ． 安全対策（安全衛生方針）

【重点対策】
① 労使間では、笑顔で挨拶、声がけを励行します

状　　況：

② 職員は、生産性向上に取り組みます（効率的かつ身体的な負担の軽減）

状　　況：

③ ご利用者様の生活を安全に支援するＩＣＴ機器の導入を検討します

状　　況：

笑顔の挨拶と適切な言葉遣いについては、役職員が1年を通して
心掛けました。令和8年度も引続き風通しの良い組織風土を作りま
す。

ご利用者様目線を基本としつつ、整理整頓、介護手順や作業手順
の見直しを図り、効率的かつ身体負担の軽減に取り組みました。

ＩＣＴ機器については、見守りセンサーの導入を検討した結果、費
用対効果の面から導入を見送りました。次年度以降も検討します。

外部公認心理師の定期面談を実施しています。令和8年度は、外
部講師を招いて、メンタルトレーニングとラインによるケアについて
も学びます。

①と②については、特段報告事項は、ございません。次世代の人
材育成については、法人単位の行事や研修、また各施設の行事
などで、職員の成長が垣間見られました。日々の業務だけではなく
地域交流や行事など、引続き経験できる機会を提供します。

産業医、また令和6年度より委託している外部公認心理師と連携し、職員の心と体の
健康に努めます。ご利用者様に安心・安全・快適な生活の継続が出来るように丁寧な
支援をして参ります。

地域の老人クラブや自治会への訪問、また各施設行事への招待
などを行うと共に高尾警察署懇話会への加入や地域のマーチング
フェスティバルの協賛も行いました。

事業計画に掲げた利用率を下回り、支出についても人件費・事業
費・事務費等の支出が大きく増額となり、事業継続へ向け次年度
以降収支バランスの見直しを行います。

夏祭りや地域との合同防災訓練を通し、各施設の認知度を高める
と共に杉並区和田堀地区の福祉大会への参加や長房地区の老人
クラブへ参加しました。

災害発生時における被害軽減策の充実

簡略化した書類により、各施設で面談等を実施しました。書式の見
直しなどについては、令和8年度以降も継続します。

火災・地震・火山の噴火そして感染症流行など、適宜状況に応じ
た訓練や備蓄の見直しを実施しました。
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Ⅰ ． 施設目標

①

②

③

④

Ⅱ ． 目標達成へ向けた取り組み

①

地震発生後の初動対応が確実に出来ることを目指す。

状況：

地震発生後を想定した非常食提供訓練を実施した。職員が少ない時間帯でも対
応ができるように、実際に人員が少ない朝食・夕食時に訓練を実施した。またライ
フラインが使用できずに当施設で入浴が困難な状況を想定し、同法人長舟園の
浴室を利用して清潔保持を図る訓練を実施し、送迎や誘導の手順を確認した。

新人の教育体制プログラムの構築を目指す。

状況：

新人職員が抱える悩みや不安を受け止めながら、その人らしさを活かして業務に
取り組めるようにサポートを行った。今後も面談や日々の業務内でのコミュニケー
ションを通して、新人職員自身がやりたい事や具体的な将来像を描いて成長でき
るような体制作りに努めていく。

昨年度は「浅川ホーム納涼夏まつり」や「熱海箱根一泊旅行」など、新たな地域交流や様々な
行事に取り組んで参りました。また、5年ぶりに消防・地域・施設の3者合同防災訓練を再開い
たしました。今年度も引続き地域の皆様と交流を深める行事を継続し、地域にある福祉ニーズ
を把握した生活支援ショートステイの受入れなど、皆様に「浅川ホームが地域にあって良かっ
た」と思って頂けるよう地域貢献に繋がる活動に取り組んで参りたいと思います。また、浅川
ホーム内におきましては、災害対策、特に地震対策に重点をおき、人材育成につきましては、
新人教育や職場環境の改善に努め、下記の4つの目標に取り組んで参りたいと思います。

ご利用者様が主体的に活動できる環境作りを目指す。

状況：

ご利用者様が施設内の生活だけではなく外に出る機会を持てるよう、現在の外
出時間の緩和を行い浅川会議にて周知した。初めは職員の声掛けによる散歩か
ら始まったが、日を追うごとにご利用者様の外出への意欲も高まり、散歩や外出
の機会が増加した。ご自身の意思で活動される姿も見られ主体的な活動の促進
に繋がった。

生活支援ショートステイ事業の促進と共に稼働率100％を目指す。

状況：

令和7年度は浅川ホーム独自の生活支援ショートステイ事業を開始し、12月に1
名の利用があった。今後も本事業の情報発信に努め地域の潜在的ニーズにも応
えていきたい。利用率においては年間を通じて100％は達成出来なかったが、11
月以降は定員60名を維持出来た。市区町村からの相談件数が上半期に比べて
多くなり、待機者確保に繋げることができた。

ご利用者様が主体的に活動できるようクラブや行事を実施し、やりがいに繋がるよう支援して
いく。また、社会参加として地域での活動や個別支援を通して自立支援に取り組んでいく。

改善等コメント：

今後はご利用者様、お一人おひとりに向けた支援に取り組んでいきたい。多くの
外出の機会を設け日常的に外出が出来るよう、全職員が取り組みに参加し、これ
からの支援についての理解を深めご利用者様、職員共にやりがいに繋がるよう取
り組んでいく。
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②

③

④

Ⅲ ． サービス計画

1 ． 事務部門

① 経営（収支目標・稼働率目標）

地震発生後のBCP（事業継続計画）の見直しを行い、被害状況の確認、避難誘導、災害本部
の設置等の初動対応訓練を実施していく。

改善等コメント：

非常食提供訓練、トイレ設置訓練等は実施したが避難誘導、被害状況の確認な
ど初動対応での訓練は不十分であった。令和8年度では初動対応の項目を明確
にしてマニュアル化し、訓練を実施していく。

新人職員の不安等を軽減し、より良い職場環境づくりを目指す。その為に当直での緊急時や
救急対応について研修を実施していく。また、不安に思う点は都度対応策を検討し、成長を
サポートする。

改善等コメント：

今後も定期的な面談の継続や日頃の様子を把握し不安等が軽減されるようサ
ポート体制を整えていく。また、職員が施設の特性や仕組みを学び、施設の在り
方を知ることで業務に携わる理解が出来るよう取り組んでいく。

昨年度同様、市区町村への訪問を定期的に行い待機者を確保していく。地域にある福祉の
潜在的ニーズを生活支援ショートステイ事業や措置入所へ繋がるよう、地域福祉に対しても
訪問活動を行い稼働率向上へ取り組む。

改善等コメント：

市区町村への定期訪問は行えたが、地域福祉への訪問活動は実施できなかっ
た。次年度は地域包括支援センターなどへ定期的に訪問を行いたい。市区町村
への訪問は次年度も継続して行っていく。

稼働率目標 100%

状況：

6月3名、8月3名、9月1名、10月2名の欠員が出て目標は達
成出来なかった。11月以降は利用率100％を維持することが
できた。（3月のみ定員1名超過のため利用率101.6％）
年間利用率：98.75％

改善等コメント：

下半期は市区町村からの相談件数が増え、待機者確保が
できた。引き続き入所のご相談が頂けるよう、定期的な訪問
活動などを通し、施設のＰＲをしていきたい。

収支目標

定期的な市区町村訪問を継続することにより、稼働率の安定を図り、更
なる物価高騰に備え支出の減少に努める。

状況：
市区町村訪問を重ねることにより、待機者確保に繋がり上半
期に比べて下半期の利用率はほぼ安定した。度重なる設備
の故障により突発的な修繕費がかさんだ。

改善等コメント：

引き続き待機者確保に努める。設備が故障する前に保守維
持できる対策に取り組み、突発的な修繕にならないよう意識
していく。
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② 人事（採用・教育（施設内外研修を含む）・実習受入）

③ 修繕計画

④ 防災

状況：
養護老人ホーム職員研修等、養護老人ホームに特化した研修に参加
し、他施設の事例を学ぶことができた。また、熊本地震の教訓から学ぶ研
修に参加し、防災の備えの意識を高めた。

内部研修
全職員対象の研修を多く取り入れることにより、業務の振り返りや再確認
に繋げていく。

状況：
身体拘束適正化研修、虐待防止研修、食中毒研修、サービスマナー研
修等、全職員を対象に研修を行った。全職員が同じ知識を習得し、業務
の標準化に繋がった。

採用
独自の魅力をアピールし、どの世代からも興味を持っていただけるPR活
動を行い、採用につなげていく。

状況：
施設見学から仕事内容や職場の雰囲気を感じ取ることで安心され、応募
に繋がった。浅川ホームで力を入れている外出支援や自立支援、行事
の魅力をアピールし、今後の採用に繋げていきたい。

外部研修
新たな気付きや知見を深める研修に参加することにより、内部に取り入
れる情報を習得する機会を設ける。

毎月の設備点検にて修繕箇所がある場合は対処を実施して
いる。一方で給湯器の突発的な故障など、目視では確認で
きない設備の経年劣化が目立った。

防災目標

ご利用者様ご自身で安全な避難が出来るよう訓練を実施する。

状況：

10月に同法人清明園との合同防災訓練を実施し、ご利用者
様14名が参加した。災害を想定して実際に施設内から清明
園まで避難をし、移動手段や安全確保の確認を行った。災
害時の避難に対して理解を深められる機会となった。

実習受入
社会福祉士、看護学生の実習や、中学生職業体験受入の為のアプロー
チを積極的に行う。

状況：
社会福祉士実習生4名、看護学生4名、中学生職業体験2校8名の学生
の受け入れをした。外出支援やご利用者様と共に行うクッキング等、学び
になるプログラムを準備し来年度も受け入れをしていきたい。

修繕計画

建物３階東側全箇所の火災感知器の交換を行う。

状況： 3階のスプリンクラー設備故障にて修理を実施した。

毎月の施設点検にて、修繕が必要な箇所を確認し、速やかに対処して
いく。

状況：

11月 ポータブル電源取り扱い訓練

6月

8月 行事開催時の火災予防訓練 2月 BCPに基づく大規模災害訓練

9月 三者合同防災訓練　※台風により中止 3月 BCPに基づく大規模災害訓練

災害時トイレ設置訓練 12月 地震を想定した避難訓練

7月 災害時トイレ設置訓練 1月 地震を想定した対策訓練

訓
練
報
告

4月 図上訓練・BCP訓練（非常食提供訓練） 10月 清明園、浅川ホーム合同避難訓練

5月 BCP訓練（非常食提供訓練）
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2 ． 介護部門

① 基本サービス提供目標

② 生きがいサービス提供目標

入浴

ご利用者様自らが定期的に身体の清潔保持を出来るように声かけや環
境整備を行う。

状況：
ご自身で定期的に入浴が行えていないご利用者様には定
期的に職員が介入し、身体の清潔保持が出来るように声掛
けを行った。

目標

クラブ、行事、個別支援にてご利用者様が主体的に取り組みが行えるよ
う支援し、生活の中で生きがいを持てるよう取り組んでいく。

状況：

忘年会ではおでんを提供し、ご利用者様に具材の買い出し
から下ごしらえ、調理、司会進行まで行って頂いた。他の行
事でもご利用者様が役割を持ち主体的に参加できるよう支
援した。日帰り旅行では箱根を訪れ、観光やお食事を楽し
んで頂いた。生活の中で生きがいを感じられるよう行事や外
出を通して支援を行った。

食事

ご利用者様がご自身で体調管理を行いながら食事等を楽しめるよう、お
一人おひとりの状態に合わせた理解が深まるよう支援をしていく。

状況：
ご利用者様ご本人の希望と体調を考えながら、お一人おひ
とりに合わせた食事の形態などを多職種で検討し、提供し
た。

排泄

快適な排泄環境をご利用者様がご自身で整えて頂けるよう、声かけや状
況把握に努め支援をしていく。

状況：

排泄介助が必要なご利用者様については、チェック表を用
いて介入漏れがないよう清潔保持に努めた。ご利用者様の
体調不良時や退院時等の状態変化時には排泄用品の確認
や声掛けを行った。

9月 長寿を祝う会・外出ショッピング 3月
クラブ発表会・外出ショッピング
ランチツアー

外出ショッピング 12月 忘年会

7月 盆踊りの練習 1月

日帰り旅行・焼いも大会
外出ショッピング・風船バレー大会

5月 バーベキュー 11月 外出ショッピング・ランチツアー

6月

8月 納涼夏祭り 2月 節分・ランチツアー

新年祝賀会・カラオケ大会
外出ショッピング

1月

8月 2月

9月 3月

趣
味
活
動
報
告

4月
毎月実施のクラブ活動
手芸・ムービー・歌声喫茶
フラワーアレンジメント・器楽
風船バレーボール・ダンス
書道・麻雀・卓球・クッキング
ウォーキング・レクリエーション

10月 毎月実施のクラブ活動
手芸・ムービー・歌声喫茶
フラワーアレンジメント・器楽
風船バレーボール・ダンス
書道・麻雀・卓球・クッキング
ウォーキング・レクリエーション
※感染症にて実施していないクラブあ
り

5月 11月

6月 12月

7月

行
事
報
告

4月
浅川喫茶店
外出ショッピング

10月
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③ 安全への取組

3 ． 看護部門

① 健康管理

② 機能訓練

取組内容

職員一人ひとりが当事者意識を持ち、考え行動していく。安全への取り
組みにより、ご利用者様の自立支援の妨げにならないよう実施する。

状況：
職員はご利用者様の心身の状況把握に努め、それぞれがど
のような対応を行うべきかを考え、毎日のミーティング時など
で積極的に意見を発信する機会が多く見られた。

機能訓練目標

口腔体操や口腔ケアの声掛けを実施しご自身で出来るよう支援してい
く。

状況：
口腔体操に関してはご自身で行って頂くような支援が出来
ていない為、今後検討をしていく。口腔ケアは介助が必要な
方に声掛けし口腔ケアをご自身で実施出来るよう支援した。

施設内での生活のみならず施設外での行動範囲を広げられるよう支援
を行っていく。その為に公共交通機関の活用を促す支援を実施する。

状況：

公共交通機関を利用してサーカスの観覧に出掛けるなど外
出の機会を設け、ご利用者様の行動範囲を広げる支援を
行った。令和8年度は行事に限らず日常的にも公共交通機
関を利用し外出して頂けるような取り組みを検討し、ご利用
者様がより自立的に活動出来るよう支援を進めていく。

健康管理目標

全職員が感染症について知識と理解を深め、感染症発生時には適切な
対応が出来るようにする。

状況：

10月下旬からの新型コロナウイルス感染症発生時には、速
やかに感染症会議を行い感染したご利用者様への対応手
順を全職員で確認した。感染状況が日々変化する中でも統
一した対応が行えるよう、今後も情報共有に努めていく。

職員間で情報共有し、ご利用者様の体調や精神状態の変化について早
期発見し対応に努める。

状況：
日々の生活の中でご利用者様の心身の変化を把握して、毎
日のミーティングや申し送りで情報を共有し、必要な受診や
入院に繋げる事ができた。
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4 ． 栄養部門

① 基本食事サービス

② 特別（行事等）食事サービス

特別食事
サービス目標

ご利用者様が主体的に参加できるよう工夫し、行事を通してご利用者様
が主となり作り上げることにより、喜びや楽しみに繋がるよう支援する。

状況：

3月はレッツクッキングを実施し、ご利用者様がちらし寿司を
作り昼食として召し上がって頂いた。クッキングクラブでは、メ
ニュー考案から材料や店舗の選択、食材の買い物、調理、
後片付けまでをクラブ参加者のご利用者様に行って頂い
た。11月はお好み焼き、3月は焼きそばを作り、昼食として召
し上がって頂いた。

基本食事
サービス目標

安心安全な食事提供が継続できるよう、厨房業務に携わる職員へ定期
的に適切な衛生指導を行う。

状況：

11月より食品提供業者LEOC（レオック）の完全調理品へ変
更する際には、安心安全な食事提供が継続出来るよう担当
者と連絡を密に取り、混乱なく移行することが出来た。ミー
ティング、栄養課会議、厨房内の申し送りノートを活用し職員
へ衛生管理の周知も行った。

多職種と情報共有し、ご利用者様が健康的な食生活を送れるようサポー
トする。

状況：
ミーティング、血液検査、毎月の体重測定（BMI）などの情報
をもとに、ご利用者様の食事量や間食量を多職種で検討
し、適切なサポートに努めた。



【養護老人ホーム　浅川ホーム】

1 【利用者状況】

① 【月初在籍人数】

※(　）の数値は契約入所の数

② 【要介護者及び障害者加算対象者利用者状況】

③ 【ご利用者の年齢状況】

④ 【ご利用者の入所市区別状況】

1 1 1 2 1 5 1 4 1 3(1) 1 1 1 2(1)

1 2 2 1 1 3 1 2 1 16(1) 2 1 1 1

1 1 1 2 0 1 2 3 2 8 1 3 1 20(1) 1 2 0 1 3(1) 1 1 1 1 2 1 0

※(　）の数値は契約入所の数

定員：60名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

58（1） 60（1） 59.42

令和6年度 60（1） 60（1） 60（1） 60（1） 60（1） 60（1）

59 60 60 60 59（1） 58（1）

12月 1月 2月 3月 年度平均

令和5年度 59 60 60 60

60（3） 60（3） 60（3） 61（2） 59.33

月平均 59.67 60.00 59.00 60.00

59.92

令和7年度 60（1） 60（1） 57（1） 60（1） 57（1） 59（2） 58（2） 60（3）

60（1） 60（1） 60（1） 60（1） 60（1） 59（1）

女 計

障害者 10 13 23

9 9 7 11

計 男 女 男 女 男

59.33 60.00 59.56

令和7.4.1現在人員 入所者 退所者 令和8.3.31現在人員

男 女

58.67 60.00 59.33 60.00 59.67 59.33

2

要支援2 0 0 0 1 1 2

要支援1 1 1 2 1 1

8 10 18

非該当 3 5 8 10 7 17

6

要介護4 1 1 2 1 0 1

要介護3 2 6 8 2 4

10

要介護2 3 2 5 2 2 4

要介護1 3 9 12 0 10

35 60

令和8.3.31現在

～59才 60～ 65～ 70～ 75～ 80～

0

計 23 37 60 9 9 7 11 25

要介護5 0 0 0 0 0

平均年齢
64才 69才 74才 79才 84才 89才 94才 99才

85～ 90～ 95～ 100～ 105～
計

104才

6 1 35 83才

25 78才

女 1 5 3 12 7

5 1 2男 1 7 9

13.3 1.7 0.0 0.0 100.0 ―

60

％ 1.7 1.7 0.0 20.0 20.0 28.3 13.3

17 8 8 1 0 0計 1 1 0 12 12

令和8.3.31現在

港
区
港

文
京
区

品
川
区

中
野
区

世
田
谷
区
砧

港
区
港
南

板
橋
区

杉
並
区

最高年齢 男性 93 才

女性 95 才

計

男 25(2)

女 25(1)

計 60(3)

葛
飾
区

荒
川
区

練
馬
区
大
泉

江
戸
川
区

武
蔵
村
山
市

昭
島
市

調
布
市

足
立
区

世
田
谷
区
玉
川

練
馬
区
光
が
丘

練
馬
区
石
神
井

北
区

新
宿
区

豊
島
区

墨
田
区

目
黒
区

八
王
子
市

性別

介護度

年齢

性別

保険者

性別

性別

介護度

年齢

性別

保険者

性別



【養護老人ホーム　浅川ホーム】

⑤ 【退所状況】

⑥ 【介護保険外部サービス利用状況】

⑦ 【行事活動報告】

⑧ 【面会状況】

※ 延べ来園者数

※ リモート面会含む

0

3月 計

死亡（看取り）

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

1 1 4

8

長期入院 1 1

1 1死亡（入院） 2 4

0

3

在宅

他施設 2 1

1 3

計 2 4 0 3 1 1 2

1 1その他

9月 上半期計

種別：人数：回数 実人数 延回数 実人数 延回数 実人数 延回数 実人数

月 4月 5月 6月 7月 8月

0 1 1 1 2 18

5 50 6 60 40 383

延回数

デイサービス 7 69 8 83 8 71 6 50

延回数 実人数 延回数 実人数 延回数 実人数

78 49 561

計 18 193 18 192 16 157

86 7 85 7 79 6身体介護 11 124 10 109 8

種別：人数：回数 実人数 延回数 実人数 延回数 実人数

89 944

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

13 135 12 129 12 138

81 735

身体介護 8 86 8 74 6 73 6

7 67 7 65 7 72

延回数 実人数 延回数

デイサービス 6 49 7 33 7 66

延回数 実人数 延回数 実人数 延回数 実人数

14 132 13 150 171 1,743

1,008

計 14 135 15 107 13 139 13 136

69 7 67 6 78 90

41 64 46 56 20 610

3月 計

外出支援 51 101 76 17 22 15 101

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

977 881 1,022 805 790 12,169

4 24

介護予防活動 952 1,097 1,145 1,175 1,264 1,014 1,047

0 7 7 0 0 6外部食事会 0 0 0 0 0

0

44 48851 0 0 0 73 35地域交流行事 31 46 79 79 50

1,025 945 1,141 902 858 13,291

0

計 1,034 1,244 1,300 1,271 1,336 1,080 1,155

8 4 14 5 1 48

3月 年度合計

令和5年度 0 0 0 1 8 0 7

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

0 0 16 0 7 38

0 19

令和7年度 0 1 0 1 13 0 0

2 3 2 2 1 3令和6年度 4 0 2 0 0

2.7 35.00.7 3.3 3.3 2.0 10.3 2.7月平均 1.3 0.3 0.7 0.7 7.0

退所理由

月

行事内容

月

退所理由

月

行事内容

月



【養護老人ホーム　浅川ホーム】

⑨ 【事故報告書（ﾋﾔﾘﾊｯﾄ含む）】

※事故報告として市区町村へ届出たものについては( )表示、詳細については別紙1に記載

11月 12月 1月 2月 3月 計4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

6(5)

皮下出血・皮膚剥離

1（1） 2(1) 2(2)転落・転倒 1（1）

1(1) 6(5)

自傷・他傷行為

1 1(1)裂傷・骨折 1（1） 1（1） 1（1）

異食

誤嚥・窒息

1(1) 2(2)

2(1)

誤薬 1（1）

1 1(1)配薬ミス

3(3)

医療処置関連

徘徊・行方不明 2（2） 1（1）

14(14)

紛失・器物破損

3(3) 11(11)感染症等

12(11) 2(1) 2 7(6) 1(1) 43(32)

10(2)

計 2 3（3） 1 3（3） 2（2） 3（1） 5(4)

1 1 2 3(2)その他 2 1

発生種別

月

発生種別

月
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⑩ 【嘱託医による診療実績】

延人数 実人数 延人数 実人数

内科 96 49 89 45 83

9月 上半期合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数
区分

4月 5月 6月 7月 8月

延人数 実人数

0 0

整形外科 6 3 8 5 2 1 10

47 604 286

外科

44 146 51 97 50 93

眼科 1 1 2

0 0

22

耳鼻咽喉科

4 6 6 5 3 37

87 45

婦人科

15 7 16 9 20 9

1 6 6

皮膚科 14 7 10 6 12 7

2 1 1 1 1 1

精神科 29 29 25 25 29

12 6 12 6 84 39

0

泌尿器科 12 6 14 7 13 7 21 7

0

10 5

歯科 71 26 62 24 76 25 65

29 171 171

神経科 4 2 4 2 2 1

29 29 29 30 30 29

0 0

141

その他

22 66 22 68 22 408

年度合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

117 1,407 715

区分
10月 11月 12月 1月 2月 3月

116 287 121 228 124 228合計 233 123 212 114 219

91 49 1,222 581

外科

102 53 90 48 101 50

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数

内科 145 50 89 45

90 56

耳鼻咽喉科

13 11 21 11 8 4

0 0

整形外科 6 4 1 1 4 3

皮膚科 25 10 14 8 14

2 2 12 12

0

眼科 1 1 2 2 1 1

0

0 0

泌尿器科 21 7 12 6 12 6 13

6 187 97

婦人科

7 14 8 21 13 12

神経科

32 31 30 30 344 343

80

精神科 30 30 27 27 27 27 27 27

7 15 8 14 7 171

731 252

その他

65 19 55 15 53 19

10 5

歯科 62 21 27 18 61 19

245 128 210 117 2,767 1,426

0

合計 289 122 171 106 222 117 223 121

0



【養護老人ホーム　浅川ホーム】

⑪ 【医療機関での診療状況：通院】

延人数 実人数 延人数 実人数

内科 3 3 3 2 9

9月 上半期合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数
区分

4月 5月 6月 7月 8月

延人数 実人数

7 5

整形外科 1 1 3 2 3 3 5

1 1

3 28 21

外科 3 1 3 3

7 6 3 4 3 3

眼科

2 1 4 1 9 3

13

耳鼻咽喉科 3 1

1 9 3 4 3 25

10 8

婦人科

2 2 1 1 1 1

1 1

皮膚科 2 2 2 1 2 1

1 1

精神科 4 2 4 3 7

0 0

0

泌尿器科

0

0 0

歯科

3 25 21

神経科

6 4 4 3 3 3

内科（訪問） 1 1 3 1 2

0 0

0

その他

0

25 25

眼科（訪問） 3 3 1 1 1 1 2

4 4 4 4 4 4

1 9 6

泌尿器科（訪問） 5 5 4 4 4 4

1 1 1 1 1 1

整形外科（訪問） 5 5 1

5 5 12 12

9

形成外科（訪問） 1 1 6 6

2 1 1 1 1 9

172 135

区分
10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度合計

31 24 27 19 31 26

3 12 11

合計 22 18 28 20 33 28

1 1 1 1 1 4

延人数 実人数

内科 8 5 3 3 10 8 3

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数

整形外科 4 3 1 1 1

4 4 2 2 17 15

47

外科 1 1 1 1 1 1 1 1

2 4 4 5 4 61

19 7

眼科 1 1 2

2 1

2 41 26

耳鼻咽喉科 1 1 3 1 4 1

1 4 2 4 4 2

婦人科

1 1 12 10

5

皮膚科 1 1

1 2 2 6

3 3

精神科 4 4 3 2 4 3 3

1 1 1 1

0 0

泌尿器科 1 1

歯科

0 0

40

神経科

2 4 3 8 5 51

7 3

内科（訪問） 1 1 1 1 1 1 1

3 1 2 1 2 1

1 4 3

その他

1 1 2 1 1

眼科（訪問） 2 2 2 2 3

3 3 3 3 46 46

12

泌尿器科（訪問） 4 4 4 4 4 4 3 3

1 1 1 1 1 15

23 23

整形外科（訪問） 2 2 1 1 2 2 1

3 3 3 3

1 20 20

形成外科（訪問） 5 5

3 2 2 1 1 1

29 26 32 26 345 279

19

合計 28 24 25 22 31 25 28 21

1 1 1 1 1 20



【養護老人ホーム　浅川ホーム】

⑫ 【医療機関での診療状況：入院】

延日数 実人数 延日数 実人数

内科 88 5 124 6 113

9月 上半期合計

延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数
区分

4月 5月 6月 7月 8月

延日数 実人数

44 3

整形外科

20 1 18 1 6 1

3 613 26

外科

5 109 4 76 3 103

眼科

0 0

1

耳鼻咽喉科

3 1 3

0 0

婦人科

0 0

皮膚科

精神科 121 6 105 4 96

0 0

0

泌尿器科

0

0 0

歯科

3 604 25

神経科

5 122 4 70 3 90

0 0

0

その他

0

年度合計

延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数 延日数

8 1264 55

区分
10月 11月 12月 1月 2月 3月

10 251 9 164 7 202合計 209 11 229 10 209

121 5 1158 50

外科

65 4 99 4 78 4

実人数 延日数 実人数 延日数 実人数

内科 78 3 104 4

141 10

耳鼻咽喉科

21 2 33 2 47 3

44 3

整形外科 17 1 20 1

皮膚科

0 0

0

眼科

0

0 0

泌尿器科

0 0

婦人科

神経科

107 5 84 4 1207 51

0

精神科 76 3 91 4 133 6 112 4

0

0 0

その他

0 0

歯科

218 11 254 13 2,552 115

1

合計 171 7 195 8 218 11 232 10

2 1 2



【養護老人ホーム　浅川ホーム】

2 【職員状況】

① 【職員数】

1 1 0 0 0

3 3 0 0 0

7 1 1 1 6 1 1 0

1 1 2 0 0 0

1 1 0 0 0

1 1 0 0 0 0

1 1 0 0 0

1 0 0 1 0

2 0 0 2 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

15 1 3 0 1 2 0 0 1 0 0 0 14 1 4 0

※常勤換算は3月末時点の数字である。

② 【職員研修】

③ 【防災訓練】

実
人
員
計

（
①
+
②
+
③
+
④

）

常
勤
換
算

（
①
+
⑤

）

準
職
員

非
常
勤
職
員

派
遣
職
員

準
職
員

非
常
勤
職
員

派
遣
職
員

令和7.4.1の職員数 令和7年度入退職状況 令和8.3.31の職員数

正
職
員

有期契約職員

実
人
員
計

正
職
員

有期契約職員

入
退
職
者
差
引
計

支援員 8 0 1.8 8 7.8

1 1.0

相談員 3 0 3 3.0

入
職

退
職

施設長 1 0

②
準
職
員

③
非
常
勤
職
員

④
派
遣
職
員

⑤
常
勤
換
算入

職
退
職

入
職

退
職

入
職

退
職

①
正
職
員

有期契約職員

調理員 1 -1 0 0.0

栄養士 1 0 1 1.0

看護師 1 1 2 2.0

宿直員 2 0 1.0 2 1.0

嘱託医 1 0 0.1 1 0.1

事務員 1 0 1 1.0

0 0 0 0.0

0 0 0 0.0

0 0 0 0.0

計 19 0 2.9 19 16.9

0 0 0 0.0

0 0 0 0.0

1 4 1 17

3月 計

外部研修参加人数 5 2 4

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

14 14 14 13 88

1 8

内部研修参加人数 4 3 13 13

2 1Ｗｅｂ研修参加人数 1 3

15 113

月 訓練内容 参加人数 月 訓練内容 参加人数

13 4 14 3 15 18計 0 9 1 6 15

6月 災害時トイレ設置訓練 4 12月 地震を想定した火災訓練 5

5月 BCP訓練（非常食提供訓練） 15 11月 ポータブル電源取り扱い訓練 13

4月 図上訓練・BCP訓練（非常食提供訓練） 28 10月 清明園、浅川ホーム合同避難訓練 18

9月 三者合同防災訓練　※台風により中止 0 3月 BCPに基づく大規模災害訓練 59

8月 行事開催時の火災予防訓練 11 2月 BCPに基づく大規模災害訓練 34

7月 災害時トイレ設置訓練 7 1月 地震を想定した対策訓練 4

雇用形

職種

外・内研修

月



別紙1

【事故報告書】
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【養護老人ホーム　浅川ホーム】

発生年月日
ご利用者氏名
（イニシャル）

性別 年齢 発生種別 発生場所 原因
対応

(施設賠償保険等の請求をした場合
は、その旨記載）

令和7年5月10日 S・K 女性 84 徘徊・行方不明 敷地外
認知症と誇大妄想があり、施設
よりタクシーを呼んで無断外出

タクシー会社に連絡しそのまま帰
園。精神科病院へ医療保護入院
となる

令和7年5月10日 M・T 男性 69 徘徊・行方不明 敷地外
認知症と誇大妄想がある方と
一緒にタクシーに乗車し無断外
出

タクシー会社に連絡しそのまま帰
園。精神科病院へ医療保護入院
となる

施設外を散歩中に転倒
地域の方に救助され救急搬送。
顔面2か所裂傷にて4針、6針縫
合し帰園される

令和7年7月4日 O・M 女性 82 転倒 食堂等共用部
食堂入り口前のマットに躓き左
手をついて転倒

外部受診。左橈骨遠位端骨
折。保存療法となる

令和7年5月12日 A・K 男性 70 転倒 敷地外

薬袋の内容をしっかり確認せ
ず、他のご利用者様の薬を提
供

看護師より医師と薬剤師に指示
を仰ぎ、バイタル測定し様子観
察。体調不良なく経過される

令和7年7月4日 M・S 女性 76 転倒 敷地外 外出先で転倒
近隣の学生に救助され救急
搬送。外傷はなく帰園される

令和7年7月5日 S・S 女性 82 誤薬・与薬漏れ等 食堂等共用部

支援員室前にて転倒
外部受診。後頭部裂傷にて3針
縫合し帰園される

令和7年8月22日 S・S 女性 83 徘徊・行方不明 敷地外
希死念慮あり、夜間帯に無断
外出

通行人に保護され、警察が施設
へ移送。精神科病院へ医療保護
入院となる

令和7年8月1日 A・S 女性 91 転倒 廊下

夜間帯に自室のトイレ付近にて
転倒

翌朝まで静養室で様子を見るも
痛み悪化し救急搬送。左大腿部
転子部骨折にて入院となる

令和7年10月30日 A・K 女性 90 誤薬・与薬漏れ等 居室(多床室) 起床時薬を飲ませ忘れてしまう
看護師の指示に従い、昼食前空
腹時に服用。特変なく経過

令和7年9月8日 H・M 女性 91 転倒 トイレ



発生年月日
ご利用者氏名
（イニシャル）

性別 年齢 発生種別 発生場所 原因
対応

(施設賠償保険等の請求をした場合
は、その旨記載）

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

新型コロナウイルスに感染
施設内で様子観察するも解熱せ
ず、10月31日肺炎にて入院。12
月1日退院

令和7年10月29日 Y・T 女性 87 感染症等 居室(多床室) 新型コロナウイルスに感染 施設内で様子観察行う

令和7年10月26日 M・T 男性 70 感染症等 居室(多床室)

新型コロナウイルスに感染 施設内で様子観察行う

令和7年11月1日 A・H 女性 82 感染症等 居室(多床室) 新型コロナウイルスに感染 施設内で様子観察行う

令和7年10月30日 I・M 女性 85 感染症等 居室(多床室)

新型コロナウイルスに感染 施設内で様子観察行う

令和7年11月1日 S・Y 男性 74 感染症等 居室(多床室) 新型コロナウイルスに感染 施設内で様子観察行う

令和7年11月1日 S・S 女性 92 感染症等 居室(多床室)

新型コロナウイルスに感染 施設内で様子観察行う

令和7年11月4日 M・S 男性 60 感染症等 居室(多床室) 新型コロナウイルスに感染 施設内で様子観察行う

令和7年11月4日 H・Y 女性 91 感染症等 居室(多床室)

新型コロナウイルスに感染 施設内で様子観察行う

令和7年11月4日 I・K 男性 74 感染症等 居室(多床室) 新型コロナウイルスに感染 施設内で様子観察行う

令和7年11月4日 M・I 男性 88 感染症等 居室(多床室)

新型コロナウイルスに感染 施設内で様子観察行う令和7年11月4日 T・K 女性 86 感染症等 居室(多床室)



発生年月日
ご利用者氏名
（イニシャル）

性別 年齢 発生種別 発生場所 原因
対応

(施設賠償保険等の請求をした場合
は、その旨記載）

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

令和7年11月10日 M・K 女性 85 感染症等 居室(多床室) 新型コロナウイルスに感染 施設内で様子観察行う

新型コロナウイルスに感染
肺疾患の既往があるため同日入
院。11月25日退院

令和7年11月14日 K・M 男性 74 感染症等 居室(多床室) 新型コロナウイルスに感染 施設内で様子観察行う

令和8年11月12日 Y・H 男性 90 感染症等 居室(多床室)

起床巡回時に4階ベランダにて
転倒しているところを発見

頭部、左腕に軽度の擦過傷あり。
施設内で様子観察。特変なく経
過

令和8年2月3日 S・K 男性 75 その他(無断外出) 敷地外
精神病院を訪れ入院したいと訴え
ている旨病院より連絡がある

職員が病院へ迎えに行く。入院
調整の相談を行い2月9日任意入
院

令和7年12月7日 S・K 女性 81 転倒 その他(ベランダ)

1日1回使用している座薬をチェック
表の確認不足にて重複して使用

施設内で様子観察。特変なく経
過

令和8年2月16日 M・I 男性 89 転倒 施設敷地内の建物外
1階の自動販売機付近で転倒し
ているところを発見

後頭部内出血あり、翌日病院受
診する。外傷はなく、特変なく経
過

令和8年2月7日 T・S 男性 77 誤薬・与薬漏れ等 居室(多床室)

起床巡回時に右目周囲の切り傷で
出血しているところを発見

病院受診し右眉上3針縫合。その
後足の痛み現れ再度受診。右大
腿骨頸部骨折により入院

令和8年2月23日 A・K 男性 71 その他(無断外出) 敷地外
朝食後に無断外出。3週間程前よ
り外出先にてアルコール摂取を繰
り返しており、躁状態あり

翌日精神科病院を受診し、措置
入院となる

令和8年2月19日 I・N 男性 82 転倒 廊下

4階職員室前廊下にて転倒

頭部裂傷あり救急対応。病院に
て応急処置し帰園。翌日脳神経
外科受診し異常なし。その後特
変なく経過

令和8年3月27日 K・E 女性 79 転倒 施設敷地内の建物外
1階浴室入口付近にて転倒してい
るところを発見

頭部より出血と下肢痛あり救急
対応。左大腿骨転子部骨折で入
院

令和8年2月27日 A・S 女性 83 転倒 廊下



特別養護老人ホーム　長舟園
令和7年度　事業報告書

Ⅰ ． 施設目標

①

②

③

状況：

現リーダーが牽引する形で次世代のリーダーを育成しています。各々が責任感
をもって、日常業務を通じた指導や助言を行い、人材育成に取り組んでいます。
特定技能の受け入れについては、長舟園では初めての取り組みであり、日本語
の習熟度にも配慮をしながら、業務習得の支援や職場環境への適応に向けた継
続的なフォローと受け入れ体制の整備を行っています。ICT機器の導入に関して
は検討段階であり、引き続き事例収集や情報収集が必要であると感じます。

地域との関わりを深め、社会資源を活用し、地域交流を活性化します。

状況：

長房地域の老人クラブ及び船田地区の自治会の会合へ赴き、施設の紹介を兼
ねて長舟園のご案内をさせていただく機会があり、多くの方から質問もいただい
て関わりを深めることができました。地域の拠点として認知頂くように続けていきま
す。
また、今年度から開始した生け花クラブは大盛況で参加者が増えています。大正
琴やフラダンス、ふじだな喫茶、お買い物会、介護美容（ネイルケア）など地域の
方との交流ができました。クリスマスイルミネーションは昨年に引き続き長房西保
育園にご案内を行い、多くの園児さんとご家族様が来園されました。
下半期は入院等による空床が多く発生していたため、市内のあんしん相談セン
ターや居宅介護支援事業所と連携し、短期入所の新規ご利用者様を多く受け入
れることができました。緊急ショートステイにも対応し、地域の社会資源として活用
していただけました。

令和7年度は「原点回帰の一年」とします。令和6年度は「前進、感動の一年」でした。、ご利用
者様の歓びが多く見られるよう、新たな行事への取り組みを増やし、感染対策を行いながらご
家族様との面会を進めることで、多くの感動に出会う事が出来ました。また、育成面について
は引き続きWEB研修、外部研修への参加を促し、喀痰吸引研修修了者も増え、技術や知識
の向上につながりました。令和７年度は法人60周年の節目の年です。職員は「温故知新」の
考えを取り入れ自分の「たから」を見つける事を目標にします。それがさらにはご利用者様へ
最高のサービスを提供できる施設となる大きな一歩になるように努力します。その中でも、職
員はこころとからだの健康を第一に考え、ご利用者様に対しては「一人を大切にするという思
い（こころ）」を持って、長舟園で安心・安全な生活が継続できるよう丁寧な支援をして参りま
す。

職員は介護に自信を持ち信頼して頂けるケアを目指します。

状況：

原点回帰の一年として、特に挨拶や言葉遣いについて意識を高く持ち、サービ
スの提供を行いました。また、職員は喀痰吸引等の専門的な研修へ積極的に参
加し、技術を高め、自信をもってケアを行うことが出来ました。結果としてご家族
様の信頼を得て、見学の来園者や他事業所より、長舟園の評判を聞いて来訪し
てくださる方が多くあったと感じています。

次世代リーダーの育成、ICT機器の導入・活用を目指した取り組みをします。



特別養護老人ホーム　長舟園
令和7年度　事業報告書

Ⅱ ． 目標達成へ向けた取り組み

①

②

③

Ⅲ ． サービス計画

1 ． 事務部門

① 経営（収支目標・利用率目標）

目の前のひとを大切にする丁寧な支援を心がけ、支援の質の向上、生活の質の向上を目指
します。ご家族様に参加して頂けるイベントを計画し、共に笑い合いながら楽しんで頂ける機
会を持ちます。取り組んだ内容はホームページへ掲載し、ご家族様にも共有して頂けるよう発
信して参ります。

改善等コメント：

地域の飲食店を利用したおでかけランチ会や、ボランティアの方が講師を務める
生け花クラブ、ご家族様も参加されるお買い物会、長房西保育園の園児さんとご
家族様を招待したイルミネーションなど、地域資源を活かしてイベントを行いまし
た。また、長房地区の会合に参加させていただき、施設の紹介や質疑応答などを
行い、改めて地域拠点としての施設の知名度を向上することが出来たと思いま
す。

収支目標

予算執行管理の徹底を目指します。
物価高騰による支出の増加に対し、各消耗物品の節減や、修繕箇所の
発生を抑えるため、日々の取り組みを見直します。収入面について、長
期入院リスクを軽減し、利用率の改善・安定を目指します。

状況：

収入面では、上半期から漸減傾向でそのまま下半期も例年
より低く、下半期は前年度比95%程度で推移していました。
支出面では、全体的な物価高騰、最低賃金増のほか、厨房
機器・空調設備等の修繕や買い替えによる固定資産取得支
出の発生がありました。償還財源および施設設備整備等の
積立資産の取り崩しを実施しています。

改善等コメント：

経年劣化による固定資産を初めとした各物品の買い替え、
物価高騰など、削減の難しい支出の増加が見られます。節
減が可能な日々の消耗物品の管理、利用率改善による収入
の安定を目指します。

改善等コメント：

お一人おひとりの意向に沿った関わりや支援を行い、ご利用者様の笑顔や感動
を大切にするよう取り組んできました。ご利用者様の笑顔や喜びは私たちの糧と
なり、日々の介護の質の向上に繋がりました。ユニットでのレク活動（毎日の体操
や活動）やイベントを通して生活に彩が生まれ、ふじだな喫茶や小舟まつりでは
ご利用者様やご家族様と笑顔を共有する機会になりました。これからも楽しんで
頂ける企画を数多く実施して参ります。

生産性向上に取り組みます。業務の標準化、業務効率の向上、研修への参加、資格取得支
援、相談できる環境の構築に取り組みます。また、ICT機器の導入を行い、ご利用者様が快
適で安全な生活が継続できるように、職員は働きやすい環境ができるように整えて参ります。

改善等コメント：

毎月リーダーを中心とした生産性向上委員会を開き、ムダやムラの無い業務の標
準化や効率化について検討を行い、改善に取り組む事ができています。委員会
を通して、日々の業務の中での気づきを共有することの大切さを再認識し課題の
見える化や改善への意識向上につながりました。ICT機器の導入はまだ積極的
な進歩はありませんが、今後自らが使用する視点を持ち、積極的に情報収集して
共有する事、事例等を参考に活用方法の具体化を目指して参ります。

地域交流を活性化していきます。施設行事への参加、移動動物園の招致など、地域資源を
活かしてご利用者様が楽しめる機会を増やすとともに、地域との関係を強固にしていく機会に
したいと思います。また、長舟園の知名度を向上する企画（見学会、福祉用具体験会）などを
検討して参ります。



特別養護老人ホーム　長舟園
令和7年度　事業報告書

② 人事（採用・教育（施設内外研修を含む）・実習受入）

採用

学校、大学への連絡・訪問を行い、介護職の新卒採用に取り組みます。
中途採用者は介護経験を考慮し、１人１人にあった研修を計画します。

状況：

YMCA専門学校からの新卒者が昨年に続き、4月入職が決
まりました。先輩がいる安心感、今までの関係が採用に繋が
りました。職員紹介による入職もあり、働き易い職場になって
いると思います。

インターンシップ生や実習生に積極的にお声がけし、入職に繋げていき
ます。

状況：

実習生には採用についてお声がけ致しました。志望職種な
どの違いなどから応募には至っておりませんが、引き続きの
お声がけをしていきます。また時期を見て、大学などへの見
学案内を送付していきます。

利用率目標 97%

状況：

令和7年度の利用率は95.45％（SS含）、入所52名、退所52
名。入所調整を継続的に行っています。7月まではショートス
テイの利用者が安定していましたが8月新型コロナ感染症発
生以降、退所者や入院者の増加により利用率が低下しまし
た。空床は積極的にショートステイのご利用者様を受入れ対
応しましたが、利用率の回復までにはいたりませんでした。

改善等コメント：

今後も待機者の確保は以前のように増えないと予測が出
来、生活保護の方の受け入れ、近隣の病院、老健、事業所
へこまめな連絡を行います。申し込みを受けた方へは早め
の面接を行い、待機者の確保へとつなげます。ショートステ
イの新規利用者獲得を進め、空床利用を積極的に進め、利
用率の維持に努めます。

外部研修

施設内でのオンライン研修の継続と感染症対策を講じて必要な外部集
合型の研修も受講します。喀痰吸引の資格習得3名を予定しています。

状況：

オンライン研修(医療的知識編、カスハラ・パワハラ研修等）、
集合型研修では介護美容の講座を受講した職員もおり、新
たな視点やケアの幅の広がりに繋がっています。研修後は
報告書を作成し、回覧をおこなうことで、参加しない職員も情
報や知識を取り入れることができています。喀痰吸引の資格
は予定していた内2名が資格を取得することが出来ました。

内部研修

①キャリア段位取得者増員（介護技術の平準化）を目指します。②令和7
年度施設内研修スケジュールに沿って実地します③救命救急講習会を
開催します。

状況：

①キャリア段位取得は計画通りに順調に進みました。アセッ
サー2名の育成研修参加、次年度には評価者として勤務す
る予定です。②施設内研修も定例化され、虐待・身体拘束、
感染、事故防止等毎月実施し、サービスマナー研修と生産
性向上委員会は隔月実施しました。③講師依頼研修　八王
子消防署による普通救命講習を2回（5月、1月）実施しまし
た。（48名参加）東京都による高齢者施設における感染症対
策訓練・研修支援事業研修を実施しました。（30名参加）対
人援助技術研修を実施しました。（30名参加）
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③ 修繕（保守）計画

④ 防災

実習受入

社会福祉相談援助実習施設として実習生の受入を行い、次世代の育成
に貢献出来るように取り組みます。

状況：

今年度より社会福祉士の実習生受入れを再開し、7月にソー
シャルワーク実習Ⅰ、9月からソーシャルワーク実習Ⅱの学
生の受入れを行いました。また、法人内他施設の実習生も１
日体験として受け入れを行っており、次世代の育成に取り組
んでいます。

職場体験やインターンシップ体験を通し、福祉の職場や仕事を身近に感
じていただけるような実習を提供します。

状況：
今年度は、インターンシップ、職場体験の申し込みがありま
せんでした。

保守計画

経年劣化による製品や器具の故障が増えているため、業務に支障が出
ないように速やかに修理を行います。また、建物外部や内部にも修繕箇
所が増えているため確認し修理を行います。

状況：
故障が出ているとの報告が有る場合は直ぐに対応しました。
点検と確認を行い、修理又は業者に依頼し業務に支障が出
ない様にしました。

天井式カセット型・気化式加湿器のエレメントフィルターは定期的に点検
を行い必要時交換します。

状況：
エレメントフィルターは劣化している物は交換し、故障が出て
いる場合は、業者に依頼し点検と修理を行いました。

火災発生時の避難誘導と初期消火 11月 火災発生時の避難誘導と初期消火

6月 夜間火災時の避難誘導と通報・初期消火 12月 火災発生時の避難誘導と初期消火

防災目標

火災や災害が起きた時に全職員が速やかに行動しご利用者様と職員自
身の安全が守れるように、災害に強い施設を目指し訓練行います。

状況：

地震・火災発生時に速やかに避難誘導や初期消火が出来
るよう、繰り返し訓練を行いました。BＣP事業継続の訓練とし
て2月帰宅困難者の備蓄品の場所の確認と使用方法訓練、
3月消防設備の説明と消火器・消火用散水栓の取り扱い説
明と実践訓練実施。感染症BCP訓練として8月講師による手
指衛生・PPE着脱の実技、12月感染症の予防及び蔓延防止
のための訓練を実施しました。

訓
練
報
告

4月 地震・火災発生時の適切な避難誘導 10月 火災発生時の避難誘導と初期消火

5月

9月 地震・火災発生時の適切な避難誘導 3月 業者による消防設備説明・消火栓・消火器

7月 コロナ感染症予防のため中止 1月 火災発生時の避難誘導と初期消火とBＣP訓練

8月 火災発生時の避難誘導と初期消火 2月 火災発生時の避難誘導と初期消火とBＣP訓練
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2 ． 介護部門

① 基本サービス提供目標

② 生きがいサービス提供目標

食事

ご要望に応えられるよう多職種と連携し、安全で楽しみある食事を提供し
ます。

状況：
食事摂取状態を観察しながら提供内容を見直し、安全に召
し上がって頂けるよう支援しました。

目標

個々の趣味活動やユニットレクを充実させ、楽しみを持った暮らしを提供
します。

状況：
日常では体操を行い、天候を見て散歩にお誘いしました。
また、風船バレー、塗り絵、合唱、喫茶など実施し楽しんで
頂くことが出来ました。

行
事
計
画

ご利用者様が季節感やワクワクを感じられる行事を計画します。職員一同協力
し、笑顔で楽しめるものを企画します。外部からゲストを招き、伝統芸能や芸術等
に触れる機会を設けます。ご利用者様自身が外出し地域や社会と関わる機会を
作ります。

状況：

今年度からの取り組みとして始めた生け花クラブはとても好評で、お
出かけランチ会と共に楽しかったとのお声を多数頂きました。また、
ゲストを招いての様々なイベント（大正琴演奏会やフラダンス、端午
の節句にお茶会等）は、笑顔で楽しんで頂く事ができました。10月に
は第1回法人風船バレーボール大会を開催し、普段見ることが出来
ないご利用者様の真剣な表情と笑顔を伺うことができました。あまり
関わる事がない他施設のご利用者様とも一緒に楽しむことができた
のは大きな収穫でした。秋祭りにおいては、昨年に引き続き地域の
お囃子団体に来園いただき、好評だった八王子ラーメンやお汁粉を
楽しんでいただきました。クリスマスイルミネーションも恒例の行事と
なりました。次年度も地域資源を活かした企画や伝統文化に触れる
機会を設けるなど行事に彩を加えて参ります。

排泄

羞恥心に配慮し、ストレスなく排泄して頂けるように努めます。使用物品
は正確に使用し清潔に保ちます。

状況：

扉やカーテンを適切に使用し、外部から見えない・音が漏れ
ない環境を整え、安心していただける空間を確保しました。
また、ご利用者様の尊厳に配慮し、声掛けの内容やタイミン
グに気を付けました。適切に物品を検討し清潔保持に努め
ました。

入浴

技術・観察力の向上と正しく機器操作を行い、安全で快適な入浴を提供
します。

状況：
車椅子・ストレッチャーのブレーキや安全ベルトの確認を怠
らず、安全に気を付けました。個々に合わせて温度調整を
図り皮膚状態の観察に努めました。
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③ 安全への取組

3 ． 看護部門

① 健康管理

節分豆まき

9月 長寿お祝い、カラオケ 3月 ひな祭りお茶会　

新緑鑑賞 12月 クリスマス、イルミネーション鑑賞

7月 七夕飾り制作 1月 かるた、福笑い、書初め

取組内容

投薬の手順書を見直し、安全な仕組みを構築します。
職員間で声を掛け合い注意喚起に努めます。

状況：

ご利用者様お一人おひとりに合わせた服薬方法を統一し、
落薬の防止に努めました。イレギュラー時や新人職員のサ
ポート体制が整っておらず事故に繋がるケースが見られまし
た。

ヒヤリハットを見逃さず情報共有を図り、重大事故の防止に努めます。

状況：
気づきやヒヤリハットを職員間で共有し、度重なるケースには
検討会を通して再発防止に努めました。

4S活動（整理・整頓・清掃・清潔）を行い危険リスクの防止に努めます。

状況：
4S活動の目的、必要性を共に認識し、手の行き届かない事
もありましたが協力して清潔で快適な居住空間に取り組みま
した。

ユ
ニ

ッ
ト
活
動
報
告

4月 お花見 10月 風船バレーボール

5月 兜五月人形お茶会 11月 紅葉鑑賞

6月

8月 盆踊り、かき氷 2月

健康管理目標

ご利用者様の健康管理と感染症対策を徹底し、介護職と連係を図りなが
ら体調変化の早期発見と感染予防に努めます。

状況：
ご利用者様の健康管理を適切に行い、体調変化の早期発
見に努めることができました。感染症対策についても継続的
に取り組み、予防の徹底を図ることができました。

服薬忘れや落薬、誤薬等の事故が生じないよう、投薬の基本を遵守し、
ご利用者様の安全管理に最大限の注意を払います。

状況：
投薬の基本を遵守し、服薬管理を適切に行うことで、誤薬等
の事故防止に努め、安全管理を徹底することができました。
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② 機能訓練

4 ． 栄養部門

① 基本食事サービス

機能訓練目標

ご利用者様の身体機能の維持・向上を目標に、LIFE(科学的介護情報
システム）の活用を継続し、他職種と連携しながらプログラムを立案、実
施します。

状況：
ご利用者様の身体状況を評価し、ユニットでの過ごし方につ
いてお話を伺い、ご本人の状態に合わせたプランを作成し
ました。

福祉用具を活用した安全な身体介助が継続できるよう、各物品の整備、
また使用者への再確認を行います。

状況：
物品に老朽化したものが多く、修理やメンテナンスが必要と
なる事が多く見られます。ユニット職員と協力し、各物品の不
具合を把握・確認をしました。

基本食事
サービス目標

ご利用者様やご家族様のニーズに応えられるよう、最新データを把握
し、個々の栄養状態に適した食事サービスの提供をします。状況により
高カロリー食を提供する等、褥瘡予防・低栄養改善に努めます。

状況：

ご利用者様の体重や食事摂取量、血液データ等の確認を
行い、栄養状態の把握に努めました。食事量が低下してい
る方には高カロリー食を提供するなど個別対応を行いまし
た。その結果、体重の維持・増加が見られる方もおり、看取り
期の解除および低栄養改善等に一定の効果がみられまし
た。

委託業者や多職種と相談の上、ユニット施設の家庭的な雰囲気の中、選
択食や郷土料理を取り入れた食事提供を行います。

状況：

委託業者や多職種と連携し、選択食や郷土料理、世界の料
理等を取り入れた食事提供を行いました。家庭的な雰囲気
づくりにも努め、一定の評価が得られましたが、メニューのバ
リエーションや提供頻度については今後の検討課題と考え
られます。
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② 特別（行事等）食事サービス

特別食事
サービス目標

安全に配慮しながら、できるだけ常食に近い形態で見た目からも食事を
楽しんで頂けるような行事食の提供に努めます。

状況：

法人創立60周年記念（7月1日）には法人栄養士で共通の献
立を立案し、出来るだけ常食に近い形態で事故なく提供す
る事ができました。正月祝膳を中心に、彩り等に見た目から
楽しんで頂けるよう、出来るだけ形ある状態で提供し、事故
なく召し上がって頂く事ができました。

ご家族様にも参加して頂けるような企画を多職種協働で立案し、変化に
富んだ食事サービスが提供できるように配慮します。

状況：

ご家族様が参加する形での行事食を実施する事はできませ
んでしたが、週2回の選択食、4月、6月、8月はデザートの選
択食、5月のイベント食では握り寿司の選択食を行い、ご利
用者様に大変好評でした。秋祭りでは出店のような雰囲気
の中、八王子ラーメン等を提供し、大変好評でした。流動食
を召し上がっている方もラーメンを食べたいという意思が伺
える等、普段の食事形態の見直しに繋がるようないい機会と
なりました。



【特別養護老人ホーム　長舟園】

1 【利用者状況】

① 【稼働率：3ヶ年推移】

※上記稼働率は、空床短期入所を含む。

② 【介護度別利用者状況】

③ 【ご利用者の年齢状況】

④ 【ご利用者の入所市区別状況】

0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 53 1 0 1 0 0 0 2 1 0 0 0 0

0 1 0 2 0 0 0 2 1 0 0 0 1 84 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1

0 1 1 3 0 0 0 2 1 0 0 0 1 137 2 0 2 0 0 0 2 1 1 1 1 1

定員：160名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

95.73 94.38 93.99

令和6年度 97.90 98.06 98.19 98.59 97.50 96.48

95.28 94.96 96.81 95.56 96.47 94.72

12月 1月 2月 3月 年度平均

令和5年度 92.65 90.81 90.63 89.88

94.62 93.39 93.26 93.71 95.45

月平均 96.04 95.67 95.66 95.20

97.70

令和7年度 97.56 98.15 98.17 97.12 94.94 95.31 94.38 94.77

97.34 98.23 97.36 97.48 97.88 97.34
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24 28 19 33
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61
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9
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95～ 100～ 105～
計 平均年齢

64才 69才 74才 79才

令和8.3.31現在

28 20 4 1 97 90才

60 84才

女 0 0 0 0 7 11 26

13 17 8 6 0 0男 0 2 0 4 10

22.9 16.6 2.5 0.6 100.0 ―

157 86才
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性別

介護度

年齢

性別

保険者

性別

性別

介護度

年齢

性別

保険者

性別

性別

介護度

年齢

性別

保険者

性別



【特別養護老人ホーム　長舟園】

⑤ 【退所状況】

⑥ 【外泊状況】

⑨ 【事故報告書（ﾋﾔﾘﾊｯﾄ含む）】

※事故報告として市区町村へ届出たものについては( )表示、詳細については別紙1に記載

1 3 1 1 1 15

3月 計

死亡（看取り） 2 2 0 1 1 2 0

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

1 1 1 1 0 9

1 17

長期入院 0 1 0 0 0 2 2

1 2 1 1 1 1死亡（入院） 4 1 1 1 2

0 0 0 0 0 0

0 1

在宅 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 0 0他施設 0 0 0 0 0

3 9 6 4 2 52

0 10

計 6 4 1 2 3 5 7

0 3 0 3 3 1その他 0 0 0 0 0

0 2 2 0 3 7

3月 計

自宅 0 0 0 0 0 0 0

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

0 0 0 0 0 0

0 0

兄弟宅 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0子供宅 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0

親類宅 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0孫宅 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0友人宅 0 0 0 0 0

11月 12月 1月 2月 3月 計

3 7

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

0 0 0 2 2 0計 0 0 0 0 0

31 41 37 26 30 415

24 351

皮下出血・皮膚剥離 29 26 36 39 46 42 32

44 55 32 36 36 21転落・転倒 13 16 12 32 30

0 0 0 0 0 1

2（1） 14（9）

自傷・他傷行為 0 0 0 0 0 1 0

1 0 0 1(1) 2(2) 2(2)裂傷・骨折 1 2(1) 1(1) 1(1) 1

0 0 0 1 8 12

0 1(1)

異食 0 1 0 1 0 0 1

0 0 1(1) 0 0 0誤嚥・窒息 0 0 0 0 0

0 0 1(1) 1(1) 0 5（2）

6 48

誤薬 0 0 0 0 0 0 3

3 4 3 3 4 2配薬ミス 6 4 4 4 5

0 0 0 0 0 0

0 7

医療処置関連 0 0 0 0 0 0 0

0 1 3 0 0 0徘徊・行方不明 0 0 1 1 1

0 0 0 0 0 8（2）

0 10（10）

紛失・器物破損 1 2(2) 0 2 1 1 1

0 0 0 0 0 1(1)感染症等 0 0 3(3) 4(4) 2(2)

78(1) 87（1） 89（3） 55（4） 80（1） 955（24）

10 83

計 58 58（3） 63（4） 90（5） 93（2） 101 103

9 6 8 6 9 1その他 8 7 6 6 7

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

発生種別

月

発生種別

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

発生種別

月

発生種別

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

発生種別

月

発生種別

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

発生種別

月

発生種別

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

発生種別

月

発生種別

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

外泊先

月

退所理由

月

発生種別

月

発生種別

月



【特別養護老人ホーム　長舟園】

⑧ 【面会状況】

※ 延べ来園者数

※ リモート面会含む

⑨ 【機能訓練回復状況】

228 226 161 159 209 1,542

3月 年度合計

令和5年度 219 57 73 45 45 51 69

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

418 106 334 329 307 3,903

277 3,131

令和7年度 318 330 336 337 355 303 430

330 274 219 231 226 265令和6年度 193 227 272 286 331

264 238

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

228 258 288 188 240 251月平均 243 205 227 223 244

評価 37 29 16 27 90

23 3 0 0 16 512

延人数

機能訓練・生活リハビリ 81 92 75 88 10 95 24 21

11月 12月 1月 2月 3月 実人数

11 49

趣味活動 4 1 3 8 1 3 3

1 0 8 2 0 5

84 182 695

介助・訓練方法指導 3 15 3 6 6 0

14 78 91 88 73 68

その他 29 44 30 56 51

27 10 12 9 60 252

39

福祉用具・機器対応 33 50 11 18 20 22 19 21

8 6 0 0 2 7

0

9 52 50875 86 71 18 24 15

0

0

109 328 2,055209 211 212 170 112 95計 187 231 138 203 178

訓練内容

月

訓練内容

月

訓練内容

月

訓練内容

月

※ 生活リハビリ の値は 機能訓練 の値に合算

訓練内容

月

訓練内容

月

訓練内容

月

訓練内容

月

※ 生活リハビリ の値は 機能訓練 の値に合算

訓練内容

月

訓練内容

月

訓練内容

月

訓練内容

月

※ 生活リハビリ の値は 機能訓練 の値に合算



【特別養護老人ホーム　長舟園】

⑩ 【嘱託医による診療実績】

上半期合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数
区分

4月 5月 6月 7月 8月 9月

186 153 1,211 922

外科 1 1 0 0 0

181 154 235 156 179 146

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数

内科 215 157 215 156

126 113

耳鼻咽喉科 1 1 0 0 1 1 0

25 22 21 18 15 14

0 1 1

整形外科 26 23 22 21 17 15

0 0 0 0 0 0

皮膚科 76 66 72 60 63

20 20 18 18 124 116

2

眼科 22 19 20 19 20 20 24 20

0 0 0 0 0 2

7 6

泌尿器科 31 27 27 23 21 21 24

1 1 0 0 0 0

63 420 372

婦人科 3 2 2 2 1 1

59 81 65 62 59 66

神経科 26 23 25 21 23

56 56 56 55 385 351

137

精神科 70 61 71 62 53 53 79 64

23 22 22 21 21 146

445 175

恩方病院 37 19 34 17 37 19 19

76 27 70 27 75 26

27 173 159

おおい歯科 78 31 67 32 79 32

23 47 42 24 23 28

497 394 508 399 3,253 2,473

119

合計 586 430 555 413 496 398 611 439

19 43 23 43 22 213

延人数 実人数 延人数 実人数

内科 227 151 183 150 217

3月 年度合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数
区分

10月 11月 12月 1月 2月

延人数 実人数

1 1

整形外科 27 21 27 24 33 27 28

0 0 0 0 0 0

145 2,352 1,811

外科 0 0 0 0 0 0

152 176 145 172 146 166

眼科 27 24 24 24 25

0 0 0 0 2 2

275

耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0 0 0 0

27 32 31 36 32 309

795 718

婦人科 0 0 0 0 0 0 0

59 57 51 48 53 53

22 257 244

皮膚科 85 71 60 60 67 57

23 18 18 17 17 22

精神科 84 59 76 54 93

28 26 23 23 292 268

6

泌尿器科 29 21 23 23 24 19 19 19

0 0 0 0 0 7

366 312

おおい歯科 70 28 65 23 71 29 75

49 23 26 25 32 30

51 856 668

神経科 25 23 25 24 36 28

54 73 49 50 50 95

45 24 43 22 478 258

335

恩方病院 45 24 43 22 44 24 45 23

26 75 27 76 27 877

405 6,592 4,898413 542 387 496 394 546合計 619 422 526 404 610



【特別養護老人ホーム　長舟園】

⑪ 【医療機関での診療状況：通院】

上半期合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数
区分

4月 5月 6月 7月 8月 9月

16 14 54 49

外科 1 1 4 3 1

9 9 8 8 6 4

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数

内科 10 9 5 5

31 25

耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0 0 1

7 5 8 6 6 5

0 6 5

整形外科 2 2 6 5 2 2

1 0 0 0 0 0

皮膚科 9 7 5 5 10

1 1 1 1 10 10

2

眼科 3 3 0 0 1 1 4 4

1 0 0 1 1 2

5 4

泌尿器科 1 1 2 2 2 1 3

2 1 0 0 1 1

5 53 38

婦人科 1 1 0 0 1 1

7 16 10 6 4 7

神経科 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

9

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0

2 2 2 1 1 11

0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

歯科 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

23 17 34 29 173 143

1

合計 27 24 22 20 26 22 41 31

0 0 0 1 1 1

延人数 実人数 延人数 実人数

内科 11 10 16 15 11

3月 年度合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数
区分

10月 11月 12月 1月 2月

延人数 実人数

13 11

整形外科 4 4 5 5 5 5 8

1 1 0 0 1 1

8 112 104

外科 0 0 4 3 1 1

11 7 7 4 4 9

眼科 5 3 6 3 2

0 0 2 2 7 7

57

耳鼻咽喉科 0 0 1 1 1 1 1 1

6 6 5 7 7 66

76 59

婦人科 0 0 1 1 2 2 0

3 3 2 2 3 3

1 27 22

皮膚科 6 5 5 5 4 3

2 2 2 1 1 1

精神科 0 0 0 0 0

1 1 0 0 18 16

8

泌尿器科 1 1 2 2 0 0 3 3

0 0 0 1 1 9

0 0

歯科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

神経科 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

2 2 0 0 3 3

0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

23 331 28725 25 23 16 15 24合計 27 23 40 35 26



【特別養護老人ホーム　長舟園】

⑫ 【医療機関での診療状況：入院】

8月 9月 上半期合計

延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数 延日数
区分

4月 5月 6月 7月

外科 5 1 14

255 11 180 12 880 53

実人数

内科 66 5 82 5 135 10 162 10

実人数 延日数 実人数 延日数 実人数 延日数

113 6

耳鼻咽喉科

34 2 14 1

19 2

整形外科 30 1 9 1 26 1

1

皮膚科

0 0

0

眼科

0

0 0

泌尿器科

0 0

婦人科

精神科 30 1 14 1

0 0

0

神経科

0

0 0

その他

1 58 3

おおい歯科

14

269 12 221 14 1,097 65

1

合計 126 7 110 8 175 12 196 12

27 1 27

延日数 実人数 延日数 実人数

内科 140 10 131 8 213

3月 年度合計

延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数
区分

10月 11月 12月 1月 2月

延日数 実人数

20 3

整形外科 10

7 1754 105

外科 1 1

12 213 10 97 5 80

眼科

0 0

11

耳鼻咽喉科

1 25 2 23 2 171

0 0

婦人科

0 0

皮膚科

神経科 31 1 30 1 19

0 0

0

泌尿器科

0

58 3

おおい歯科

1 115 5

恩方病院

1 4 1 31

13 1 31 1 114 6

0

その他 31 1 7 1 5 1

0

11 2,232 13315 228 12 139 9 165合計 202 12 161 9 240



【特別養護老人ホーム　長舟園】

2 【職員状況】

① 【職員数】

1 1 0 0 0

4 4 0 0 0

(2) (2) (0) (0) (0)

67 17 10 6 4 3 71 0 18 0

(52) (11) (3) (5) (1) (1) (50) (0) (11) (0)

6 7 1 5 0 7 0

1 1 0 0 0

0 0 0 0

3 3 3 0 3 0

5 3 3 0 0 5 0

12 1 0 0 13 0

2 0 0 2 0

1 1 1 0 0 1 0

6 1 0 0 5 0

0 0 0 0

83 0 53 0 10 8 0 0 8 7 0 0 85 0 54 0

※常勤換算は3月末時点の数字である。 ・介護常勤　1名清明園より転勤

・支援補助職→ユニット清掃に名称変更 ・介護非常勤から常勤登用　2名

② 【職員研修】

③ 【防災訓練】

令和7.4.1の職員数 令和7年度入退職状況 令和8.3.31の職員数

正
職
員

有期契約職員

実
人
員
計

退
職

入
職

退
職

入
職

退
職

常
勤
換
算

（
①
+
⑤

）

準
職
員

非
常
勤
職
員

派
遣
職
員

準
職
員

非
常
勤
職
員

派
遣
職
員

②
準
職
員

③
非
常
勤
職
員

④
派
遣
職
員

正
職
員

有期契約職員

入
退
職
者
差
引
計

①
正
職
員

有期契約職員 実
人
員
計

（
①
+
②
+
③
+
④

）

⑤
常
勤
換
算入

職
退
職

入
職

介護士 84 5 11.5 89 82.5

介護支援専門員 (2) (0) (2) (2.0)

0 1 1.0

相談員 4 0 4 4.0

施設長 1

栄養士 1 0 1 1.0

看護師 13 -1 3.2 12 8.2

(うち、介護福祉士) (63) (-2) (6.2) (61) (56.2)

操縦士・営繕 5 0 3.1 5 3.1

事務員 6 0 1.8 6 4.8

調理員 0 0 0 0.0

機能訓練指導員 2 -1 0.8 1 0.8

嘱託医 2 0 2 0.0

洗濯・清掃 12 1 5.1 13 5.1

計 136 3 26.9 139 111.9

その他 0 0 0 0.0

ユニット清掃 6 -1 1.5 5 1.5

1 11 3 6 2 62

3月 計

外部研修参加人数 5 4 7 2 1 10 10

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

15 127 123 525 144 1662

51

内部研修参加人数 10 226 191 119 24 148 10

1 6 3 4Ｗｅｂ研修参加人数 0 5 4 15 13

4月 地震・火災発生時の適切な避難誘導 14 10月 火災発生時の避難誘導と初期消火 17

146 1775

月 訓練内容 人数 月 訓練内容 人数

159 26 19 138 130 531計 15 235 202 136 38

7月 コロナ感染症予防の為、中止 0 1月 火災発生時の避難誘導と初期消火とBＣP訓練 13

6月 夜間火災時の避難誘導と通報・初期消火 16 12月 火災発生時の避難誘導と初期消火 19

5月 火災発生時の避難誘導と初期消火 15 11月 火災発生時の避難誘導と初期消火 16

9月 地震・火災発生時の適切な避難誘導 13 3月 業者による消防設備説明・消火栓・消火器 9

8月 火災発生時の避難誘導と初期消火 16 2月 火災発生時の避難誘導と初期消火とBＣP訓練 21



別紙1

【事故報告書】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

【特別養護老人ホーム　長舟園】

発生年月日
ご利用者氏名
（イニシャル）

性別 年齢 発生種別 発生場所 原因
対応

(施設賠償保険等の請求をした場合
は、その旨記載）

令和7年5月10日 M・I 男性 89 その他(紛失) 居室(個室)
ご本人の眼鏡を紛失してしま
う

施設で弁償を行う

令和7年5月24日 M・I 女性 90 転落 浴室・脱衣室 浴室の洗身台より転落される
通院し縫合後、施設で様子観
察となる

他ご利用者様の靴をクレヨン
で塗ったり破損させてしまう

施設で弁償を行う

令和7年6月5日 S・Y 女性 93 転倒 トイレ トイレで転倒
通院し、左足開放骨折の為入
院される

令和7年5月27日 I・A 男性 86 その他(私物破損) 食堂等共用部

新型コロナウイルスに感染 入院加療となる

令和7年6月28日 Y・T 女性 97 感染症等 居室(個室) 新型コロナウイルスに感染 入院加療となる

令和7年6月28日 M・I 女性 91 感染症等 居室(個室)

新型コロナウイルスに感染 入院加療となる

令和7年7月20日 D・R 女性 84 転倒 居室(個室)
足が痛いとの訴えあり、居室
内で転倒したと思われる

左足頸部骨折の為入院され
る

令和7年6月28日 I・S 女性 91 感染症等 居室(個室)

新型コロナウイルスに感染 入院加療となる

令和7年7月31日 S・Y 女性 90 感染症等 居室(個室) 新型コロナウイルスに感染 入院加療となる

令和7年7月31日 S・Y 女性 84 感染症等 居室(個室)



発生年月日
ご利用者氏名
（イニシャル）

性別 年齢 発生種別 発生場所 原因
対応

(施設賠償保険等の請求をした場合
は、その旨記載）

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

新型コロナウイルスに感染 施設で様子観察を行う

令和7年7月31日 T・K 女性 98 感染症等 居室(個室) 新型コロナウイルスに感染 施設で様子観察を行う

令和7年7月31日 Y・S 女性 95 感染症等 居室(個室)

新型コロナウイルスに感染 入院加療となる

令和7年8月1日 K・T 女性 92 感染症等 居室(個室) 新型コロナウイルスに感染 入院加療となる

令和7年8月1日 N・K 女性 89 感染症等 居室(個室)

嚥下機能の低下 入院加療となる

令和7年12月9日 S・N 女性 95
その他

(原因不明)
居室(個室) 加齢の為骨が脆くなっている 施設で様子観察

令和7年11月3日 K・O 女性 95 誤嚥・窒息 食堂等共用部

歩行時ふらつきが強くみられ
た

入院加療となる

令和8年1月6日 T・H 女性 91 誤薬・与薬漏れ等 食堂等共用部 職員が対応を失念した為 施設で様子観察

令和8年1月3日 M・S 女性 94 転倒 居室(個室)

車いす使用だが、認知症の為
歩いて移動をされた

入院加療となる

令和8年2月2日 S・N 女性 95
その他

(原因不明)
居室(個室) 加齢の為骨が脆くなっている 入院加療となる

令和8年1月22日 K・K 女性 86 転倒 居室(個室)

職員の勘違いと思い込み 施設で様子観察令和8年2月3日 M・T 女性 92 誤薬・与薬漏れ等 食堂等共用部



発生年月日
ご利用者氏名
（イニシャル）

性別 年齢 発生種別 発生場所 原因
対応

(施設賠償保険等の請求をした場合
は、その旨記載）

22

23

24

25

26

27

28

29

30

令和8年2月4日 S・N 女性 95 感染症等 その他(病院)
新型コロナウイルスに感染
どこから感染されたか不明

入院加療となる

認知症の為、1日中歩いてい
る

施設で様子観察

令和8年3月4日 K・S 男性 85 転倒 居室(個室)
車いす使用だが、認知症の為
歩いて移動された

入院加療となる

令和8年2月27日 M・H 女性 87
その他

(骨の老化)
居室(個室)
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Ⅰ ． 施設目標

①

②

③

Ⅱ ． 目標達成へ向けた取り組み

①

②

施設目標として、令和7年度は「安らか・安心・安全・安定」とします。ご利用者様、職員一人ひ
とりを大切にする福祉の実践。嘘がなく和をもって職員同士協力し人材育成や成長を目指し
ていきます。コミュニケーションの基本である挨拶と、日々の業務や職員同士での言葉遣いか
ら気を付けていきたいと思います。気分に左右されない業務姿勢、誰にでも相談できる職場
環境、風通しの良い職場風土づくりを目指します。内部・外部の研修を通して伝達し共有する
ことにより知識、技術の向上に繋げます。また、自然災害や感染症等の災害対策について
は、平時より戦略的に業務継続について準備を行い、災害に強い施設として運営して参りた
いと思います。介護事故や不適切ケアに目を向け、意識しながらサービスに対する苦情の減
少を目指します。また、職員は楽しくやりがいを持ち、働きやすい環境を作るために業務改善
に取り組み、長く働きたいと思える笑顔の絶えない職場を目指します。
基本理念・基本方針を考動、実践できる職員育成に取り組み、ご利用者様・ご家族様・職員を
尊重した対応を深めて参ります。

基本理念・基本方針に沿ったご利用者様主体のサービスの提供を目指します。

状況：

基本理念基本方針の唱和を会議等の最初に行うことにより、職員への意識付け
を行いました。ご利用者様お一人おひとりの意向を尊重したケアの提供を意識
し、会議や委員会、ケアカンファレンスやユニットでのミーティングでも対応、検討
を行いました。職員間でのサービス内容の統一に課題はあるものの、概ね基本理
念に沿った支援を実践することができました。

介護サービスの向上により安心・安全な生活を目指します。

状況：

事故やヒヤリハットに対してこまめな検討会を行い、事故の予防に努めました。一
方で骨折の事故件数はいまだに多く、対応の共有や検討が後手にまわってしま
うこともありました。また、ご利用者様の心身の状況を把握し変化時は迅速に検討
会を行い、常にご利用者様の身体状況に合わせてケアの提供を行いました。

内部・外部の研修を通し情報の共有を図り、サービス（知識・技術）の向上に努めて参ります。

改善等コメント：

内部・外部研修への参加機会を確保し、知識・技術の向上に繋げました。今後は
研修内容の共有方法を工夫し、全職員のより一層のスキル向上に繋げていきま
す。

風通しがよく、誰にでも相談できる組織風土作りを目指します。

状況：

職員同士コミュニケーションを取りやすい雰囲気づくりを意識し、明るく前向きな
業務姿勢が出来るよう会議で共有を図りました。また、職員意見箱へ、職員が意
見を提出しやすいように工夫しました。各リーダーは現場の声を大切にし、会議
で共有、改善に取り組みました。一方で業務の忙しさに対する効果的な改善が
出来ず、継続的に取り組んでいます。

基本理念・基本方針の唱和と実践。
各会議や委員会で目標を定め、マニュアルの見直しと周知徹底、生産性向上に努めて参りま
す。

改善等コメント：

基本理念基本方針の唱和は各会議や月初に全職種で行いました。マニュアル
の見直しは各委員会にて積極的に行い達成できました。生産性向上ではユニッ
ト内、レターケース、倉庫など整理整頓を行うことにより動きやすさや確認がス
ムーズになるよう努めました。
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③

Ⅲ ． サービス計画

1 ． 事務部門

① 経営（収支目標・稼働率目標）

② 人事（採用・教育（施設内外研修を含む）・実習受入）

職員にとっていきいきと働き続けられる職場であるよう、体制整備と職員に寄り添った対応に
努めて参ります。

改善等コメント：

職員の負担軽減や働きやすい環境づくりに努めましたが、離職率改善まではい
きませんでした。今後は個々のやりがいに着目し、職員の定着率向上を目指しま
す。

稼働率目標 99%

状況：
年間利用率は96.49％（ショートステイ含）
　　　　　　　　　95.12％（ショートステイ除）

改善等コメント：

年間を通して3回の感染症クラスターが起き、入院者が例年
に比べ多い状況でした。また待機者確保が難しくなる中、計
画的な入所業務が出来ず利用率低下に影響しましたが、
ショートステイの積極的な受け入れにより大幅な利用率の低
下は防ぐことができました。今後は感染対策、事故予防、入
所業務の強化を図っていきます。

収支目標

新規加算の検討・取得、安定した収入を目指し、予算執行管理を行いま
す。

状況：
新規加算取得の検討は難しく、令和7年度は人員配置基準
を満たせなかったため、取得が継続できなくなった加算もあ
り収入減に影響しました。

改善等コメント：

令和8年2月より、栄養マネジメント強化加算、令和8年4月よ
り、看護体制加算Ⅱが再取得できるようになりました。安定し
た加算の取得には、雇用の継続が大事と改めて認識した年
になりました。

採用

配置すべき人材を明らかにし必要な採用を行います。また、働きやすく
やりがいの感じられる職場環境づくりに取り組み、採用面でのアピールポ
イントにします。

状況：

職員の離職が続いた為、充足に努めましたが必要な人材の
確保には至りませんでした。働き易い職場環境のアピールと
してホームページで職員の活動を紹介することで問い合わ
せが増加しました。

外部研修

施設内で起きている課題や改善が必要とされている事を研修テーマとし
て選定し、より効果的に職員のスキル・提供するサービスの質の向上に
努めて参ります。

状況：

抱えている課題や個々の役割に基づく研修を、集合型と
WEBを活用して受講しました。個々で役割意識を持ち受講
することで、新たな気付きや意識の向上に繋げることが出来
ました。
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③ 修繕計画

④ 防災

内部研修

法定研修を中心に、職員が感じている職場の問題や研修を通じて学び
たいことを反映した研修を実施します。研修を通じて職員の能力の標準
化に努めて参ります。

状況：
年間を通して策定したスケジュールに沿って遂行しました。
令和8年3月より特定技能2名が入職されました。日本語学習
力が課題です。

実習受入

社会福祉士、介護福祉士の実習生受入を積極的に行い、福祉に関する
学びの場の提供、支援に努めて参ります。

状況：

社会福祉士の受け入れを法人全体で積極的に行いました。
実習生に高齢福祉の楽しさや、やりがいを持っていただくこ
とを意識して受け入れを行い実習生にも非常に満足して頂
きました。

修繕計画

施設車両(軽自動車福祉車両)の更新を検討します。

状況： 令和7年8月、施設車両の更新を行いました。

防災目標

近隣町会(駒木野・西浅川)、清明園、消防署による三者合同訓練を行い
地域連携の強化に努めて参ります。

状況：

令和7年4月1日付、近隣町会(駒木野・西浅川町会)災害時
応援協定を締結しました。9月近隣町会、清明園、消防署に
よる三者合同訓練を実施し消火器の使用方法、心肺蘇生
法、施設設備の確認を行い、地域連携強化、また訓練を通
して職員の防災意識向上に努めました。

清明園、浅川ホーム、消防署による合同避難訓練を行い災害時の施設
間連携強化に努めて参ります。

状況：

自然災害を想定した合同訓練を消防署立会いのもと、10月
に実施しました。浅川ホームからの避難受け入れ要請を受
け、施設車両を使用したご利用者様の避難方法の確認を行
い、職員間の連携強化に努めました。

11月 BCP研修(消防設備、電子錠他)

8月 火災(日中)を想定した総合訓練 2月 地震火災(夜間)を想定した総合訓練

9月 三者合同訓練 3月 BCP研修(心肺蘇生法・AED、災害備蓄庫)

6月 地震火災(夜間)を想定した総合訓練 12月 BCP大規模災害を想定した全体訓練

7月 初期消火、消火栓放水訓練 1月 初期消火、消火栓放水訓練

訓
練
報
告

4月 火災(日中)を想定した総合訓練 10月 BCP浅川ホーム、清明園合同訓練

5月 図上訓練
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2 ． 介護部門

① 基本サービス提供目標

② 生きがいサービス提供目標

入浴

安心して入浴していただけるよう羞恥心に配慮し、入浴ケアに努めます。

状況：

基本的に入浴はマンツーマンで行い、他のご利用者様と時
間が重ならずゆったりとした時間を過ごして頂けるよう配慮し
ました。またバスタオルやタオルを使用し羞恥心にも配慮し
ました。安全・安楽な移動・移乗が行えるように移動式や固
定式のリフトを活用しました。

目標

ご利用者様が楽しみを持てるように、ユニットレクリエーションを増やしま
す。行事の参加率100％を目指し、ご利用者様が楽しみを持って生活で
きるように支援していきます。ユニット内の装飾や環境整備を行い家庭に
近い雰囲気を楽しんで頂けるように努めます。

状況：

ケーキ作りなどのスイーツ提供を含むユニットレクリエーショ
ンを月1回程度実施しているほか、日常的に輪投げや塗り絵
などの活動も行いました。さらに、もみじ祭りや豆まきなど季
節ごとの催し物を通じて、生活に潤いを提供しています。

食事

マニュアルを見直し、食事介助の平準化に努めます。

状況：
年に１回の更新を8月に行い見直しをしました。又、必要に
応じ随時新たなマニュアルの作成を行いました。

排泄

ご利用者様の排便リズムを把握し、適切な物品を選定します。ご利用者
様に合わせた排泄ケアに努めます。

状況：
各ユニットに排泄係を定め、ご利用者様に適切な排泄方法
が出来ているかを確認し、必要があれば検討・見直しを行い
ました。

9月
長寿を祝う会、ランチツアー
誕生会 3月

ひな祭り、梅見バスハイク
ホワイトデー

施設内ショッピング（ミニ物産展）
ランチツアー、誕生会 12月

クリスマス会、冬至ゆず湯

7月
創立記念祝賀会、七夕祭り
ランチツアー、誕生会 1月

風船バレーボール大会
ランチツアー、誕生会

5月
新緑バスハイク、ランチツアー
お節句しょうぶ湯
誕生会

11月
もみじ祭り、秋の文化展誕生会
施設内ショッピング（ミニ物産展）
ランチツアー、ご家族懇談会

6月

8月
納涼祭、ランチツアー
誕生会 2月

節分年男年女豆まき
バレンタインデー

新春ゲーム大会

行
事
報
告

4月
さくら祭り、さくらバスハイク
ランチツアー、誕生会 10月
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③ 安全への取組

3 ． 看護部門

① 健康管理

1月

8月 2月

9月 3月

取組内容

介護機器を使用し安全で安楽な介護方法の研修の実施。職員間で再発
防止内容を周知し取り組んでいきます。

状況：

新人研修でリフトの操作方法等の説明と実践を取り入れ安
全に活用できる様に努めました。トラブル発生時には書面に
て詳細を各部署に配布し、又必要に応じ機能訓練指導員か
らの助言・指導を行い再発防止に努めました。

趣
味
活
動
報
告

4月 各ユニットで工夫を凝らし、趣
味活動の機会を設けています。
・季節ごとのお楽しみ活動
・個々の趣味を活かした活動
・外部ボランティアとの交流
（主な活動内容）
・器楽
・書道

10月 ・風船バレーボール
・お楽しみクッキング
・ワクワクレクリエーション
・作品制作展示
・ふじだな喫茶
・傾聴ボランティア
・訪問ふれあい員
・音楽ボランティア
※感染状況を鑑み実施しました。

5月 11月

6月 12月

7月

健康管理目標

ご利用者様の身体的、精神的な変化の早期発見と治療及び救急対応の
可否を迅速に判断することで苦痛の緩和に努めるとともに、事故を早期
発見することで安心・安楽な生活が送れるよう環境整備に努めます。

状況：
下半期では通年と比べ入院者が23名と多く、退院者は16名
の方が施設生活に戻られました。ご利用者様の初期症状の
状態把握に努め重症化を防いでいきます。

５類感染症（インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症等）の予防対策
として、職員は年３回、感染症研修を実施し、知識の向上に努め感染症
発生時に速やかに対応できるように取り組みます。

状況：

11月中旬から下旬にかけてインフルエンザA型が蔓延し職
員8名とご利用者様21名が感染しました。また、3月上旬には
感染性胃腸炎が発生し職員2名とご利用者様15名が嘔吐、
下痢症状が認められました。ノロウイルスのマニュアルの見
直しを行います。課題として消毒の徹底、環境整備、手袋の
交換など、研修で標準予防策を徹底していきます。

ご利用者様の人生の終焉を迎えるにあたり、ご本人様、ご家族様の理解
が得られ、苦痛の緩和、安心、安楽で穏やかに最期を迎えられるよう努
めます。

状況：
看取りケアのご利用者様では、ご家族様との面会は時間制
限なく環境を整え、16名の方が苦痛がなく穏やかに最期を
迎えられました。
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② 機能訓練

4 ． 栄養部門

① 基本食事サービス

② 特別（行事等）食事サービス

機能訓練目標

清明園でのノーリフトケアの実現の為、研修や実践練習を定期的に行
い、ご利用者様の安心安全・快適につながる移乗介助の提供と、職員の
身体的負担を軽減できるように取り組みます。

状況：

清明園での移乗リフトやスライドボードを使用した移乗介助
の研修を行うことにより使用が定着しました。身体的負担が
軽減されたという声が増え、職員からは他のご利用者様にも
使用したいと声が上がるようになりました。

各専門職と情報を共有しながら、ご利用者様お一人おひとりに合わせた
介助方法を模索し、穏やかに生活ができる環境整備を行います。

状況：

各専門職との連携のもと、的確な情報共有を行い個々に適
した介助方法の確立に努めました。その結果、適切な介助
の実施をすることにより、ご利用者様の安心感の向上に繋が
りました。

特別食事
サービス目標

日常のやすらぎに加えて、特別な日に目で見てときめく食事サービスを
目指し、日常では体感しない非日常的なアプローチを立案し実施してい
きます。

状況：
季節毎の行事や、それ以外でもイベント食を提案し、栄養課
一同協力し提供しました。その結果、ご利用者様に喜んで
頂けました。

基本食事
サービス目

標

ご利用者様が日常の食事からやすらぎを感じられるよう、お一人おひとり
と向き合いながらニーズを伺うとともに、多職種との連携を図り安心安全
な食事サービスを行います。

状況：

完全調理品の使用によりメニューの幅は狭まっていますが、
介護職員・相談員と情報共有を行い、パンやうどんなどの個
別対応によりご利用者様の希望に添えるよう努めました。ま
た、嚥下調整食の形状を調理員と幾度も調整し、安全に提
供できるよう努めました。

物価高騰に伴う食材高騰に対し、適切な策を持って対応を行う中で、ク
オリティを下げることなく調理方法の工夫などで維持を図ります。

状況：

11月から食品提供業者LEOC（レオック）の完全調理品を使
用しており、食材費が上昇しています。その中で調理員と栄
養士が連携を図り、発注数の調整をこまめに行い、無駄な食
材の使用を極力減らしました。



【特別養護老人ホーム　清明園】

1 【利用者状況】

① 【稼働率：3ヶ年推移】

※上記稼働率は、空床短期入所を含む。

② 【介護度別利用者状況】

③ 【ご利用者の年齢状況】

④ 【ご利用者の入所市区別状況】

1 1 21 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 70 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 2 1 1 1 91 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 0 0 0

定員：120名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

99.43 98.39 99.04

令和6年度 99.22 98.68 97.06 98.82 99.11 99.17

98.68 99.78 99.57 99.94 99.60 99.17

12月 1月 2月 3月 年度平均

令和5年度 96.31 99.62 99.58 98.41

94.54 95.24 96.25 97.04 96.49

月平均 98.19 98.55 97.51 97.91

98.48

令和7年度 99.03 97.34 95.89 96.51 96.26 96.19 97.10 96.44

98.60 98.25 98.74 97.53 98.33 98.23

女 計

非該当

10 25 15 23

計 男 女 男 女 男

98.00 97.89 98.00

令和7.4.1現在人員 入所者 退所者 令和8.3.31現在人員

男 女

98.02 98.38 98.42 98.21 97.63 97.31

要介護1 1 1 2 1 0 1

要支援2

要支援1

55

要介護5 2 19 21 5 18 23

要介護4 8 37 45 10 45

7

要介護3 16 26 42 6 24 30

要介護2 4 5 9 4 3

～59才 60～ 65～ 70～ 75～ 80～ 85～ 90～

3.54 3.87 3.79

15 23 26 90 116

平均介護度 3.19 3.77 3.62

計 31 88 119 10 25

84才 89才 94才 99才 104才
95～ 100～ 105～

計 平均年齢
64才 69才 74才 79才

令和8.3.31現在

23 11 4 90 88才

26 87才

女 3 7 15 27

4 8 4 3 1 1男 1 1 3

23.3 12.1 4.3 0.9 100.0 ―

116 88才

％ 0.0 0.0 0.9 3.4 8.6 16.4 30.1

19 35 27 14 5 1計 0 0 1 4 10

令和8.3.31現在

豊
島
区

江
東
区

世
田
谷
区

杉
並
区

練
馬
区

墨
田
区

中
野
区

渋
谷
区

最高年齢 男性 105 才

女性 102 才

計

男 26

女 90

計 116

相
模
原
市

綾
瀬
市

亀
岡
市

昭
島
市

国
分
寺
市

あ
き
る
野
市

町
田
市

日
野
市

八
千
代
市

北
区

八
王
子
市

三
鷹
市

調
布
市

府
中
市

多
摩
市

性別

介護度

年齢

性別

保険者

性別



【特別養護老人ホーム　清明園】

⑤ 【退所状況】

⑥ 【外泊状況】

⑦ 【事故報告書（ﾋﾔﾘﾊｯﾄ含む）】

※事故報告として市区町村へ届出たものについては( )表示、詳細については別紙1に記載

1 5 3 1 3 23

3月 計

死亡（看取り） 1 0 1 2 3 1 2

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

0 0 1 1 1 8

0 6

長期入院 0 1 1 2 0 1 0

1 0 1 0 1 1死亡（入院） 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0

0 0

在宅 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0他施設 0 0 0 0 0

2 5 5 3 4 38

0 1

計 1 1 3 5 4 3 2

0 0 0 0 0 0その他 0 0 1 0 0

0 0 0 0 0 0

3月 計

自宅 0 0 0 0 0 0 0

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

0 0 0 0 0 0

0 0

兄弟宅 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0子供宅 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0

親類宅 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0孫宅 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0友人宅 0 0 0 0 0

11月 12月 1月 2月 3月 計

0 0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

0 0 0 0 0 0計 0 0 0 0 0

24 24 37 24 11 322

32 363

皮下出血・皮膚剥離 16 27 34 22 28 36 39

22 22 30 34 28 24転落・転倒 28 35 29 27 52

0 0 0 0 0 4

1(1) 21(21)

自傷・他傷行為 1 1 1 0 1 0 0

1（1） 2(2) 3(3) 3(3) 0 1(1)裂傷・骨折 1（1） 2（2） 4（4） 1（1） 2（2）

1 0 1 0 1 5

0 4

異食 1 0 0 0 1 0 0

0 1 0 0 1 0誤嚥・窒息 1 0 0 1 0

1 0 3(1) 0 0 11(1)

0 11

誤薬 2 0 0 0 2 3 0

1 0 2 0 3 3配薬ミス 0 1 1 0 0

0 0 0 0 0 2

2 6

医療処置関連 0 0 0 0 0 0 2

0 0 0 1 0 1徘徊・行方不明 0 0 0 0 2

0 0 1 2 0 6

15(15) 46(46)

紛失・器物破損 2 0 0 0 0 0 1

0 0 21(21) 0 0 0感染症等 0 0 0 0 10(10)

89(24) 67(3) 83(1) 67(1) 64(16) 897(68)

2 96

計 61(1) 76(2) 78(4) 60(1) 108(12) 69(1) 75(2)

6 8 7 5 9 12その他 9 10 9 9 10

外泊先

月

退所理由

月

発生種別

月

発生種別

月



【特別養護老人ホーム　清明園】

⑧ 【面会状況】

※ 延べ来園者数 

※ リモート面会含む

⑨ 【機能訓練回復状況】

159 158 167 152 152 1,792

3月 年度合計

令和5年度 86 105 154 148 170 171 170

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

213 114 363 309 288 2,987

152 2,379

令和7年度 263 254 139 252 220 264 308

192 170 159 158 168 152令和6年度 226 260 223 234 285

197 199

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

209 216 177 143 233 204月平均 192 206 172 211 225

機能訓練 92 120 114 91 111

0 0 0 1 12 12

延人数

生活リハビリ 5 2 0 4 0 0 0 0

11月 12月 1月 2月 3月 実人数

84 496

介助方法指導 0 0 4 2 8 6 4

43 37 47 63 46 47

54 196 930

その他 60 26 30 44 17 36

83 73 58 20 64 50

117 96 100 90 243 1,314

42

状態の評価 100 115 109 130 167 93 112 85

2 8 4 1 3 27

0

0

0

0

195 562 2,794218 232 182 192 227 197計 257 263 257 271 303

訓練内容

月



【特別養護老人ホーム　清明園】

⑩ 【嘱託医による診療実績】

上半期合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数
区分

4月 5月 6月 7月 8月 9月

350 113 1,980 742

外科 0 0 0 0 0

334 143 354 144 308 111

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数

内科 316 125 318 106

374 196

耳鼻咽喉科 1 1 1 1 2 1 1

62 28 54 36 77 40

0 0 0

整形外科 61 30 65 37 55 25

0 0 0 0 0 0

皮膚科 42 39 74 48 61

7 5 17 14 61 49

4

眼科 6 5 12 11 6 6 13 8

1 0 0 0 0 5

0 0

泌尿器科 20 8 18 8 17 5 20

0 0 0 0 0 0

50 376 255

婦人科 0 0 0 0 0 0

33 69 46 57 39 73

神経科 57 29 61 25 55

102 57 124 69 714 388

52

精神科 115 64 121 66 120 65 132 67

9 17 10 20 12 112

1,648 524

その他 0 0 0 0 0 0 0

253 88 259 89 290 85

28 345 160

歯科 298 86 268 87 280 89

24 60 27 50 27 62

854 374 1,013 411 5,615 2,370

0

合計 916 387 938 389 930 391 964 418

0 0 0 0 0 0

延人数 実人数 延人数 実人数

内科 359 124 272 100 367

3月 年度合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数
区分

10月 11月 12月 1月 2月

延人数 実人数

0 0

整形外科 73 32 50 29 84 33 59

0 0 0 0 0 0

162 3,869 1,498

外科 0 0 0 0 0 0

140 276 106 278 124 337

眼科 6 4 8 7 7

1 1 1 1 11 9

403

耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0 0 4 3

33 61 37 70 43 771

735 487

婦人科 0 0 0 0 0 0 0

50 33 59 40 54 31

5 99 82

皮膚科 71 46 66 44 59 38

6 8 7 4 4 5

精神科 137 65 100 53 127

20 11 19 12 242 114

0

泌尿器科 27 9 18 10 25 9 21 11

0 0 0 0 0 0

735 342

歯科 282 85 187 84 269 86 255

64 33 66 30 66 36

64 1,382 749

神経科 67 29 51 23 76 31

61 96 57 101 61 107

0 0 0 0 0 0

1,044

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

88 288 89 245 88 3,174

442 11,018 4,728404 833 371 878 397 904合計 1,022 394 752 350 1,014



【特別養護老人ホーム　清明園】

⑪ 【医療機関での診療状況：通院】

上半期合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数
区分

4月 5月 6月 7月 8月 9月

2 2 25 24

外科 2 1 0 0 0

8 8 5 5 3 3

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数

内科 4 3 3 3

42 39

耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0 0 0

11 11 7 7 7 6

1 3 2

整形外科 6 4 4 4 7 7

0 0 0 0 0 1

皮膚科 4 2 1 1 2

1 1 0 0 6 5

0

眼科 0 0 4 3 1 1 0 0

0 0 0 0 0 0

2 1

泌尿器科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 7 5

婦人科 2 1 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0

神経科 0 0 0 0 0

0 0 1 1 3 3

0

精神科 1 1 0 0 1 1 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0

その他 3 2 1 1 2 2 1

0 0 0 0 0 0

1 2 2

歯科 0 0 0 0 0 0

0 1 1 0 0 1

11 11 14 13 99 89

8

合計 22 14 13 12 21 21 18 18

1 0 0 2 2 9

延人数 実人数 延人数 実人数

内科 1 1 1 1 3

3月 年度合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数
区分

10月 11月 12月 1月 2月

延人数 実人数

3 2

整形外科 8 8 11 7 16 12 13

0 0 0 0 0 0

1 35 34

外科 0 0 0 0 0 0

3 2 2 2 2 1

眼科 0 0 1 1 0

0 0 0 0 4 1

90

耳鼻咽喉科 4 1 0 0 0 0 0 0

13 8 8 4 3 102

10 8

婦人科 0 0 1 1 0 0 0

1 1 0 0 0 0

0 8 7

皮膚科 0 0 1 1 1 1

0 0 0 1 1 0

精神科 1 1 0 0 0

0 0 1 1 9 7

3

泌尿器科 2 2 4 2 1 1 1 1

0 1 1 0 0 4

7 7

歯科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 2 2 0 0

0 5 5

神経科 1 1 1 1 1 1

0 1 1 0 0 0

2 1 1 1 21 19

0

その他 2 2 2 2 4 4 1 1

0 0 0 0 0 0

6 208 18322 19 19 16 15 7合計 19 16 22 16 26



【特別養護老人ホーム　清明園】

⑫ 【医療機関での診療状況：入院】

上半期合計

延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数 延日数
区分

4月 5月 6月 7月 8月 9月

51 3 434 28

外科 0 0 0 0 0

83 6 52 6 79 3

実人数 延日数 実人数 延日数 実人数

内科 37 2 132 8

98 6

耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0 0 0

38 2 2 1 15 1

0 0 0

整形外科 0 0 0 0 43 2

0 0 0 0 0 0

皮膚科 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0

眼科 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0

泌尿器科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

婦人科 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

神経科 26 1 12 1 0

31 1 16 1 111 5

0

精神科 0 0 0 0 33 2 31 1

0 0 0 0 0 0

0 0

その他 2 1 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 38 2

歯科 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

112 5 82 5 683 42

1

合計 65 4 144 9 159 10 121 9

0 0 0 0 0 2

延日数 実人数 延日数 実人数

内科 15 1 25 3 101

3月 年度合計

延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数
区分

10月 11月 12月 1月 2月

延日数 実人数

55 5

整形外科 0 0 16 1 0 0 12

0 0 19 1 17 1

3 788 52

外科 5 1 14 2 0 0

7 111 5 62 5 40

眼科 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

10

耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0 0 0 0

1 8 1 15 1 149

0 0

婦人科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

皮膚科 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

精神科 0 0 0 0 0

0 0 0 0 13 1

0

泌尿器科 0 0 13 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

38 2

歯科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 111 5

神経科 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 2 1

0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

5 1,156 767 123 6 89 7 72合計 20 2 68 7 101



【特別養護老人ホーム　清明園】

2 【職員状況】

① 【職員数】

1 1 0 0 0

3 3 0 0 0

(2) (2) (0) (0) (0)

44 4 17 3 4 2 3 6 43 2 14 0

(30) (4) (9) (3) (1) (2) (3) (27) (3) (8) (0)

4 1 1 1 1 1 3 1 1 0

2 4 3 1 1 3 0 0 0

3 9 1 2 2 0 9 0

3 2 3 0 2 0

1 5 1 1 0 6 0

7 1 0 0 6 0

2 1 0 0 3 0

2 2 0 0 0

6 2 0 0 8 0

0 0 0 0

63 5 49 0 8 10 0 2 9 9 0 0 61 3 49 0

※常勤換算は3月末時点の数字である。
・ ４月1日の職員数の内、介護士(正職）5名、介護福祉士(正職）3名、調理員(正職）1名につきましては４月1日入職。
・ 管理栄養士（正職）1名入職、管理栄養士(非常勤）１名退職につきましては働き方の変更。
・ 栄養士（正職）1名入職、調理員（正職）1名退職につきましては職種変更。
・ 介護士（正職）1名入職、介護士(準職)1名退職につきましては働き方の変更。
・ 介護士（非常勤）2名退職、その他(非常勤)2名入職につきましては職種変更。
・ 介護士（正職）1名退職、介護福祉士（正職）1名退職、調理員(正職)１名入職につきましては法人内異動。

② 【職員研修】

令和7.4.1の職員数 令和7年度入退職状況 令和8.3.31の職員数

正
職
員

有期契約職員

実
人
員
計

退
職

入
職

退
職

入
職

退
職

常
勤
換
算

（
①
+
⑤

）

準
職
員

非
常
勤
職
員

派
遣
職
員

準
職
員

非
常
勤
職
員

派
遣
職
員

②
準
職
員

③
非
常
勤
職
員

④
派
遣
職
員

正
職
員

有期契約職員
入
退
職
者
差
引
計

①
正
職
員

有期契約職員 実
人
員
計

（
①
+
②
+
③
+
④

）

⑤
常
勤
換
算

入
職

退
職

入
職

介護士 65 -6 10.1 59 53.1

介護支援専門員 (2) (0) (2) (2.0)

0 1 1.0

相談員 3 0 3 3.0

施設長 1

栄養士 2 1 3 3.0

看護師 6 -1 1.8 5 4.8

(うち、介護福祉士) (43) (-5) (5.9) (38) (32.9)

操縦士・営繕 6 1 3.1 7 4.1

事務員 5 0 0.9 5 3.9

調理員 12 -1 5.0 11 7.0

機能訓練指導員 2 0 2 2.0

嘱託医 2 1 0.2 3 0.2

清掃・洗濯 7 -1 2.4 6 2.4

計 117 -4 25.9 113 86.9

0 0 0.0

その他 6 2 2.4 8 2.4

6 0 19 3 2 57

3月 計

外部研修参加人数 0 8 3 2 2 10 2

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

170 112 213 116 341 1543

1 26

内部研修参加人数 0 298 121 7 56 101 8

2 5 0 0 1 4Ｗｅｂ研修参加人数 2 1 2 7 1

344 1626113 15 176 112 233 123計 2 307 126 16 59

雇用形

職種

外・内研修

月



【特別養護老人ホーム　清明園】

③ 【防災訓練】

月 訓練内容 参加人数 月 訓練内容 参加人数

6月 地震火災(夜間)を想定した総合訓練 8 12月 BCP大規模災害を想定した全体訓練 35

5月 図上訓練 113 11月 BCP研修(消防設備、電子錠他) 102

4月 火災(日中)を想定した総合訓練 17 10月 BCP浅川ホーム、清明園合同訓練 17

9月 三者合同訓練 15 3月 BCP研修(心肺蘇生法・AED、災害備蓄庫) 199

8月 火災(日中)を想定した総合訓練 8 2月 地震火災(夜間)を想定した総合訓練 6

7月 初期消火、消火栓放水訓練 14 1月 初期消火、消火栓放水訓練 16



別紙1

【事故報告書】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

【特別養護老人ホーム　清明園】

発生年月日
ご利用者氏名
（イニシャル）

性別 年齢 発生種別 発生場所 原因
対応

(施設賠償保険等の請求をした場合は、
その旨記載）

令和7年4月14日 O・T 男性 ８８歳 転倒 居室(個室)
ベッド下を覗こうとして前のめりに
転倒

救急搬送。右眉と後頭部裂傷、4針
縫合し入院となる。4月17日退院

令和7年5月12日 K・M 女性 86歳 転倒 居室(個室)
ご自身でタンスまで歩き後ろ向き
に戻りベッドに座ろうとし転倒

腰の痛み強く、外部受診。　第一腰
椎圧迫骨折。コルセット着用にて帰
園

トイレにて後ろ向きに倒れた所を職
員支えきれずに転倒。同日、居室に
てトイレに行こうとして転倒。

救急搬送。右股関節大腿部頸部骨
折にて入院。保存療法にて6月13日
退院

令和7年6月6日 O・M 男性 85歳 転倒 居室(個室)
ご本人が放尿した尿に足を滑
らせ、転倒

救急搬送。第一腰椎圧迫骨折にて入
院。6月10日手術。7月1日退院

令和7年5月25日 G・K 男性 91歳 転倒 トイレ・居室（個室）

ベッドより立ち上がり、左側臥
位で転倒

救急搬送。右上腕骨頸部骨折、右大
腿骨転子部骨折入院。保存療法にて
7月24日退院

令和7年6月13日 I・K 女性 85歳 転落 食堂等共用部
食堂内にあるソファーよりずり
落ちされる

外部受診し、第1、第3腰椎圧迫
骨折。コルセット着用し帰園

令和7年6月11日 W・H 女性 96歳 転倒 居室(個室)

居室より這いずり出てこられる。
後日腰に強い痛みあり転倒した
と思われる

6月21日外部受診し、第12胸椎圧迫
骨折。コルセット着用し帰園

令和7年7月1日 K・H 女性 94歳 転倒 居室(個室)
夜間帯、センサー頻回に鳴り居室内
で動かれていた様子。大転子部の痛
みあり。転倒したと思われる

救急搬送。右大腿部転子部骨折にて入
院。7月4日手術。17日退院

令和7年6月17日 H・M 女性 89歳 転倒 居室(個室)

歩行中に後ろ向きに転倒
救急搬送。右肩の骨折。ご家族判断で手
術せず。保存療法で三角巾と固定バンド
で帰園

令和7年8月11日 K・M 女性 96歳 感染症等 居室(個室) 新型コロナウイルスに感染 施設内で服薬治療、様子観察行う

令和7年8月4日 W・T 女性 88歳 転倒 廊下
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新型コロナウイルスに感染 施設内で服薬治療、様子観察行う

令和7年8月11日 W・S 男性 95歳 感染症等 居室(個室) 新型コロナウイルスに感染 施設内で服薬治療、様子観察行う

令和7年8月11日 O・K 女性 84歳 感染症等 居室(個室)

新型コロナウイルスに感染 施設内で服薬治療、様子観察行う

令和7年8月13日 K・H 女性 89歳 感染症等 居室(個室) 新型コロナウイルスに感染 施設内で服薬治療、様子観察行う

令和7年8月11日 W・H 女性 83歳 感染症等 居室(個室)

新型コロナウイルスに感染 施設内で服薬治療、様子観察行う

令和7年8月13日 S・Y 女性 83歳 感染症等 居室(個室) 新型コロナウイルスに感染 施設内で服薬治療、様子観察行う

令和7年8月13日 K・Y 男性 85歳 感染症等 居室(個室)

新型コロナウイルスに感染 施設内で服薬治療、様子観察行う

令和7年8月15日 H・T 女性 95歳 感染症等 居室(個室) 新型コロナウイルスに感染 施設内で服薬治療、様子観察行う

令和7年8月15日 I・F 女性 91歳 感染症等 居室(個室)

新型コロナウイルスに感染 施設内で服薬治療、様子観察行う

令和7年8月28日 H・T 女性 84歳 転倒 廊下
トイレに行く途中に壁にぶつ
かり左側臥位で転倒

翌日歩行困難となり外部受診。左大腿骨
頸部骨折にて入院。9月1日手術し16日
退院

令和7年8月15日 I・N 女性 85歳 感染症等 居室(個室)

ご自身でタンスの下の引き出しを
触っている時に車椅子から転倒。
左眉上4ｃｍ裂傷

施設車両にて病院受診し、頭部CT異
常なし。裂傷部８針縫合

令和7年9月4日 J.T 男性 80歳 転倒 居室(個室)
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令和7年10月14日 F.T 男性 68歳 転倒 居室(個室)
ご自身でベッドから車椅子に移る
時に転倒。右足首に腫れ、痛み
あり

病院受診。右足首腓骨骨折、右足首
脛骨内踝部骨折。シーネ固定し施設
で対応

車椅子使用していたが、独歩され
廊下トイレ前で転倒。腰の痛みあ
り

病院受診。第二腰椎圧迫骨折。コル
セット着用し施設で対応

令和7年11月2日 W.T 女性 89歳 転倒 廊下
歩行に付き添いが必要も独歩に
て転倒。左大腿部に痛み腫れ熱
感あり

救急搬送。左大腿骨転子部骨折。入
院手術し、退院

令和7年10月28日 O.T 男性 88歳 転倒 廊下

車椅子使用の方。ベッドより立ち
上がり転倒。臀部に痛みあり

病院受診。第一腰椎圧迫骨折。コル
セット使用し保存治療

令和7年11月14日 I.K 女性 88歳 感染症等 居室(個室) インフルエンザA型に感染 入院治療

令和7年11月7日 H.K 女性 82歳 転倒 居室(個室)

車椅子から前のめりに転倒。右
大腿部に痛みと右頬に腫れあり

救急搬送。右大腿骨遠位端骨折と外傷
性クモ膜下出血にて入院。骨折はシーネ
固定、脳出血は保存治療となり退院。ご
家族様希望により施設の損害賠償保険
請求

令和7年11月17日 K.S 女性 94歳 感染症等 居室(個室) インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月17日 T.H 女性 94歳 転倒 食堂等共用部

インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月17日 Y.S 女性 91歳 感染症等 居室(個室) インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月17日 I.H 男性 78歳 感染症等 居室(個室)

インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月18日 O.M 男性 85歳 感染症等 居室(個室) インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月18日 N.Y 女性 90歳 感染症等 居室(個室)
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インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月18日 F.T 男性 68歳 感染症等 居室(個室) インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月18日 K.Y 女性 81歳 感染症等 居室(個室)

インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月19日 N.T 女性 101歳 感染症等 居室(個室) インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月18日 Y.N 女性 82歳 感染症等 居室(個室)

インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月20日 S.K 女性 89歳 感染症等 居室(個室) インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月19日 N.T 女性 95歳 感染症等 居室(個室)

インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月20日 J.T 男性 80歳 感染症等 居室(個室) インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月20日 S.K 女性 76歳 感染症等 居室(個室)

インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月21日 M.H 女性 94歳 感染症等 居室(個室) インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月21日 O.K 女性 84歳 感染症等 居室(個室)

インフルエンザA型に感染 入院治療令和7年11月22日 S.S 女性 82歳 感染症等 居室(個室)
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令和7年11月23日 K.Y 男性 86歳 感染症等 居室(個室) インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

インフルエンザA型に感染 入院治療

令和7年11月27日 H.M 男性 80歳 感染症等 居室(個室) インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年11月23日 H.K 男性 88歳 感染症等 居室(個室)

インフルエンザA型に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和7年12月18日 S.Y 女性 91歳 その他(原因不明) その他(不明)
転倒は確認されていないが、腰
痛と歩行のふらつきあり

病院受診。第11腰椎圧迫骨折

令和7年11月27日 W.H 女性 83歳 感染症等 居室(個室)

ご自身でベッドから車椅子移乗時に
転倒。右肩から右肘にかけて痛み、
右前額部腫脹あり

救急搬送。脳は異常なし、右上腕骨
頸部骨折。三角巾で固定し保存療法

令和7年12月25日 H.K 女性 90歳 転倒 居室(個室)
ベッドからご自身にてポータブル
トイレに移る際に転倒。腰部に痛
みあり

12月25日通院。骨折はっきりせず、1
月8日再度受診し第一腰椎圧迫骨折
の診断。痛み止めで様子を見る

令和7年12月22日 Y.N 女性 82歳 転倒 居室(個室)

他のご利用者様の薬を間違えて
服用させてしまう

管理医師に連絡。様子観察にて対応
し、体調不良なし

令和8年2月16日 I.T 女性 93歳 転落 居室(個室)
ベッドからベッド脇緩衝マット上に
転落。右膝辺りに強い痛みあり

救急搬送。右大腿骨顆上骨折にて入
院。ギプス固定にて保存療法

令和8年1月24日 W.H 男性 89歳 誤薬・与薬漏れ等 食堂等共用部

感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和8年3月7日 K.T 男性 99歳 感染症等 居室(個室) 感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和8年3月5日 S.S 女性 88歳 感染症等 居室(個室)
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感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和8年3月7日 S.E 男性 98歳 感染症等 居室(個室) 感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和8年3月7日 I.Y 女性 87歳 感染症等 居室(個室)

感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和8年3月7日 S.G 男性 93歳 感染症等 居室(個室) 感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和8年3月7日 S.H 女性 90歳 感染症等 居室(個室)

感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和8年3月8日 K.M 女性 87歳 感染症等 居室(個室) 感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和8年3月8日 S.H 女性 86歳 感染症等 居室(個室)

感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和8年3月10日 H.S 男性 95歳 感染症等 居室(個室) 感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和8年3月9日 K.T 女性 85歳 感染症等 居室(個室)

感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和8年3月15日 S.T 女性 94歳 感染症等 居室(個室) 感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和8年3月11日 N.N 男性 88歳 感染症等 居室(個室)

感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う令和8年3月15日 I.K 女性 84歳 感染症等 居室(個室)
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令和8年3月16日 T.K 女性 93歳 感染症等 居室(個室) 感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

歩行器にて歩行中転倒。左足に
強い痛みあり

救急搬送。左大腿骨頸部骨折にて入院。
手術実施。入院中脳梗塞発症し、その後
退院

令和8年3月18日 S.K 女性 90歳 感染症等 居室(個室) 感染性胃腸炎に感染 施設内にて服薬治療、様子観察行う

令和8年3月16日 K.T 女性 84歳 転倒 廊下



特別養護老人ホーム　五日市ホーム
令和7年度　事業報告書

Ⅰ ． 施設目標

①

②

③

Ⅱ ． 目標達成へ向けた取り組み

①

②

③

令和7年度は、法人創立60周年を迎える節目の年となります。100周年を更に輝かしい姿で迎
える法人となるように、これから歩むべき道標を見つけていく年にしたいと思います。そのヒント
は、これまでの法人が歩んできた歴史の中にあるのでしょう。この1年は、これまでの歩みを振り
返ると共に、変わりゆく姿と変わらずに守り続けなければならない姿を確認する年にしていきた
いと思います。職員が、清明会の一員として仕事に励むことを誇りとできるように五日市ホーム

としても取り組んで参ります。

これからの法人を支える人材の育成と定着にむけて更に体制を整備する。

状況：

人材の育成は重要な課題として認識し、育成と定着についても具体的な取り組み
が必要な状況にあることは共有できた。これまで取り組んできたことについて、効果
があることについては継続する。まだ、取り組みが不十分な点については、改善し
ていく。

事業の継続にむけて稼働率97％の維持と財務規律の意識を高める。

状況：

利用率97％の維持は達成出来なかった。しかし、下半期は利用率がアップしてき
ており、取り組んできたことが成果として出てきている。今後も継続し安定した利用
率が維持できるようにしたい。財務規律の意識は、整理整頓に取り組むことで、高
めることができた。さらに、効率よく回れるようにしていきたい。

常に施設見学者の受け入れを実施できる状況を作る。ホームページの更新と情報発信を強化
していく。物価高騰の中、節約の意識を高める。

改善等コメント：

施設見学者の受け入れは、スムーズにできている。事務所の職員が全員で対応
する意識ができている。周知も工夫をして、見学者から入所につなげられるように
流れができた。

ICT（情報通信技術）の導入を検討する中で、業務の効率化を図る。効率化が、ご利用者様
個々の対応に向けられるように業務改善をしていく。また、ICT化が、職員の働く環境を良くす
るように併せて検討していく。

改善等コメント：

ICTの導入は、思うように進まなかった。環境の整備やコストの面で、折り合うことが
できずに今後の課題である。業務の効率化は、整理整頓の意識を高めて、各部署
で取り組んだ。物のある場所が明確になり在庫管理が進んでいる。業務の効率化
にも成果が出つつあるので、継続して取り組んでいく。

業務の効率化とご利用者様へのサービス向上を両立させる取り組みを進める。

状況：
業務の効率化を進める中で、情報の共有がサービス向上につながるキーワードで
あることが認識できた。報告・連絡・相談の重要さを周知することを意識しながら、さ
らに取り組みを進めていく。

人材の多様化(無資格者・外国籍・障碍者・高齢者等)に対応できる育成システムを検討する。
人事考課・研修・キャリアパス・面談等の体制を整える。

改善等コメント：

人材の多様化にむけて、育成と定着を目指して検討を重ねてきた。外国籍の採用
は、特定介護として4名の職員がいるが定着しつつある。障碍者の採用は、今年度
初めての取り組みであった。仲介団体と連携しながら定着を模索している。今年度
は、勤怠に問題なく受け入れはできている。
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Ⅲ ． サービス計画

1 ． 事務部門

② 人事（採用・教育（施設内外研修を含む）・実習受入）

稼働率目標 97%

状況：
年間平均利用率96.85％で目標達成には至らなかったが、目
標値に近い数値であった。下半期に96％前後で推移し、2月
99.1％、3月98.51％で目標値に近づいた。

改善等コメント：

下半期で利用率が持ち直したのは、入所待機者が確保でき
たためである。今後も安定して入所待機者が確保できるように
病院、老健、近隣の居宅介護支援事業所などに働きかけて
いく。

収支目標

入所待機者が確保できるような取り組みを行い、空床ができたらすぐに入
所受入ができる体制を構築し、稼働率目標を達成していく。

状況：
年間平均利用率が目標値に届かず介護サービス収入は予算
を下回ったが、下半期には利用率が回復しつつある。この流
れを、令和8年度に繋げていきたい。

改善等コメント：

上半期は、今まで入所が多かった老健からの入所も少ない状
況であった。下半期は、その老健との関係を強化し入所に繋
げることができた。その他の事業所や施設などにも働きかけを
行い少しずつ利用率が回復してきている。今後も継続して取
り組みを強化し、利用率の安定を図りたい。

外部研修

職員のレベルに合わせた人材育成等の研修や感染症・ハラスメント等の
専門研修に参加する。

状況：
各部署で職員の人員が少なく、外部研修に参加できる環境を
作ることが出来なかった。内部研修は全職員が受講できる環
境を整えるように配慮した。

採用

採用活動を行い、入職者を増やしていく。又、昨年度の入職者を含めた
特定技能の職員は、スケジュールに沿って面談を実施し、実務者研修等
を受講し、介護福祉士の取得を目指す。

状況：

採用活動が思うように進まず入職者確保には苦慮している。
特定技能職員のうち2名が実務者研修受講修了予定である。
定期面談時に聞き取りを行い、スケジュールに沿って資格取
得の学習に取り組むことができた。今後の介護福祉士取得に
むけて自信につなげることができた。

実習受入

感染症に留意しながら、安全に実習生の受入を行う。

状況：
5月から7月上旬かけて、男性1名のソーシャルワーク実習の
受け入れを行い、無事実習を終えることができた。

内部研修

動画を活用した研修を実施することで、職員のレベルアップを図る。また、
新人職員には、動画研修の受講以外に、面談を実施することで、職員の
習得レベルを把握していく。

状況：

研修ネット動画配信サービスを活用することで、研修準備時
間の短縮や受講した職員が質の高い研修動画を視聴でき
た。しかし、職員のレベルアップまでに至らず、計画的に動画
研修が受講できるようにしていく必要がある。
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③ 修繕計画

④ 防災

防災目標

五日市ホーム災害BCP（事業継続計画）に沿った防災訓練を行い、必要
に応じてBCPの修正も行うことで、より実践的なBCPを策定する。

状況：

防災訓練は、おおむね計画通りに実施できた。しかし、年度
途中に防災委員の変更などがあり、災害BCPの修正までには
至らなかった。今後は、新しい非常用発電機に合わせた災害
BCPの更新と訓練を行う予定である。

適宜、消防署職員等が来所され、災害への指導を通じて、職員の防災に
対する理解とスキルアップを目指す。

状況：

3施設合同で実施した地域防災訓練や応急救護訓練では秋
川消防署の署員より指導して頂いた。今後も職員の災害対応
への意識を高められるよう、消防署員が指導する訓練を実施
していきたい。

修繕計画

大規模災害に備え、補助金を活用し非常用発電装置の更新を行う。

状況：
令和8年3月に、予定通りに非常用発電装置の更新をすること
が出来た。今後は非常時の稼働状況等を把握し、しっかりと
運用ができるようにしていくことが課題である。

夏場の遮光対策として、2階と3階廊下にあるブラインドカーテンを遮光性
のあるものに交換する。

状況：
2階と3階廊下にブラインドカーテンは設置することは出来な
かった。来年度に、防炎仕様のカーテンを設置し、遮光対策
を行う予定である。

6月

8月 災害時トイレ設置・封鎖訓練 2月 ※平面図使用火災通報訓練

9月 非常食提供BCP訓練 3月 ３福祉施設合同避難者受け入れ訓練

地震（夜間）を想定したBCP訓練 12月 大雪災害対策訓練

7月 台風災害対策訓練 1月 ※火災消火訓練

※消防署職員等が指導される訓練

訓
練
報
告

4月 ライフライン確認訓練　 10月 地域合同総合防災BCP訓練

5月 地震(日中）を想定したBCP訓練 11月 ※応急救護訓練
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2 ． 介護部門

① 基本サービス提供目標

② 生きがいサービス提供目標

排泄

ご利用者様の状態に合わせた排泄ケアを行っていく。また、排泄ケア時に
清潔を保持し、皮膚トラブルの防止に努める。

状況：

多職種と連携し、褥瘡の状態を写真で確認し対応を検討する
事で周知の徹底を目指した。委員会では褥瘡リスクの高いご
利用者様の確認を毎月行い、早めの対応と周知を図る事で
褥瘡予防に効果がでている。皮膚トラブルのご利用者様には
泡洗浄を実施している。

入浴

ご利用者様個々の状態に合わせた入浴機器を使用して介助を行うこと
で、ご利用者様が安心して入浴できるよう援助する。

状況：

多職種が集まり、新規入所者様や状態が変化したご利用者
様の入浴機器が合っているのか確認している。浴室では音楽
をかけ、ご利用者様がリラックス出来る環境作りを心掛けてい
る。ご利用者様の重度化に伴い、職員の負担軽減と安全な入
浴の提供は今後の課題である。

食事

ご利用者様の状態に合わせた食事形態、ケアを安全かつ適切に実施で
きるよう多職種と連携していく。必要により、ご利用者様のケア方法等を見
直す。

状況：

毎月ミールラウンドを実施し、誤嚥のリスクが高いご利用者様
に対しては、個々の状態に合わせ安全な食事の提供を実施
した。その他、多職種と連携し、ご利用者様の状態に合う食席
や食事形態の検討をし安全で楽しい食事環境を整えるように
努めた。

5月 ミニ運動会 11月 紅葉狩りの会

6月 屋内衣類販売会、屋内喫茶 12月 クリスマス会

目標

季節ごとの行事やクラブ活動を実施し、ご利用者様が楽しんで頂けるよう
援助していく。

状況：

季節行事をほぼ予定通り実施できた。感染症対策の為、フロ
アでの開催となったクリスマス会は多くのご利用者様が参加さ
れ楽しまれていた。行事の開催は、感染症のリスクを軽減しな
がらも、楽しい時間の提供が生活の活性化につながるため継
続して実施できるように努めた。

行
事
報
告

4月 お花見 10月 芋煮会、屋内衣類販売会

ひな祭りの会

7月 七夕の会 1月 新年会

8月 涼み会 2月 節分の会

11月

9月 長寿を祝う会 3月

9月 3月

趣
味
活
動
報
告

4月 　
毎月実施
生花の会・習字の会
コーラスの会・コラージュの会

10月
毎月実施
生花の会・習字の会
コーラスの会・コラージュの会

※感染予防に努め、活動を実施
した。

5月

6月 12月

7月 1月

8月 2月
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③ 安全への取組

3 ． 看護部門

① 健康管理

② 機能訓練

取組内容

介護事故やヒヤリハットの集計、分析を行うことで、介護事故が予防できる
環境を整備する。

状況：

下半期は1件の骨折事故があった。ヒヤリハット情報をもとにケ
ア会議を行い、転倒リスクのあるご利用者様の事故予防に努
めた。見守りカメラの活用や事故後の検証にて、今後の事故
の対応を検討した。

ご利用者様の重度化に対応できる移乗介助や車いすの座り直し介助、安
全な食事介助を習得する。

状況：

移乗介助についてはご利用者様の重度化に応じた福祉用具
や介護リフトを検討し、安全を心掛けた。また食事前の座り直
しは他部署と連携し、毎食前に実施し安全な食事ができるよう
心掛けた。

機能訓練目標

ノーリフトケアの浸透を目指すべく介護技術の共有を進めることで、ご利用
者様及び職員がともに健全でいられるよう努める。

状況：

新人職員に対しリハビリ職員だけでなく、介護職リーダーや中
堅職員にも、技術研修を担当してもらった。そのことで、新人
職員の技術習得だけでなく、教える側も介護技術の基本の再
確認ができ介護技術の向上に繋がった。

身体状態が低下したご利用者様の情報共有を多職種と行い、機能訓練
計画を立てる。

状況：
機能低下によりリハビリが必要となったご利用者様の情報は
随時共有し、集中的にリハビリに入るよう努めている。

健康管理目標

感染症対策を最優先に取り組む。又、感染症ＢCP（事業継続計画）に
沿った訓練を実施し、全ての職員が感染症への対応ができるようにする。

状況：

新人職員には入職後速やかに感染症BCPに沿った訓練を実
施した。全職員対象にも年6回実施し、感染症に対する意識
が定着してきている。しかし、3月に数年ぶりにノロウイルスの
発症者がでた。初動の対応に戸惑い、感染を拡げる結果と
なってしまった。この経験を活かして、感染症訓練やマニュア
ルの整理を進めていきたい。

ご利用者様の重度化に伴い、看取りや医療ニーズの高いご利用者様が
増えているため、多職種で情報を共有し、安定した看護サービスが提供
できるよう努める。

状況：

ご利用者様の状態変化時は、早めに医師に上申し対応する
ことを心がけた。多職種連携して情報収集を行いカンファレン
スを実施した。状況を共有することで個々に適したサービスの
提供が、状態変化に応じて実施できている。
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4 ． 栄養部門

① 基本食事サービス

② 特別（行事等）食事サービス

特別食事
サービス目

標

食事で季節を感じて頂けるよう、季節ごとの行事にちなんだ食材を使った
献立作成を行い、ご利用者様が食事を楽しんで頂けるよう取り組む。

状況：
季節の旬の食材を取り入れた献立作成を行い、食事の提供
ができた。季節の移り変わりを感じてもらえ、ご利用者様の生
活の楽しみに繋げることができた。

年４回のお楽しみ膳、毎月１回の誕生祝い膳、週１回のセレクションメ
ニューを実施する。食材高騰の中でもコストを抑える工夫を行い、質を落と
さずにご利用者様へ食事を提供していく。

状況：

ノロウイルス発生の為、3月中のセレクションは3回中止した。
その他の行事食については実施できた。ご利用者様の満足
度にも繋げられた。コストを抑える工夫として補助食品の見直
しを実施していき来年度に繋げていく。

基本食事
サービス目

標

衛生管理マニュアルを活用し、日々の作業時に衛生確認を実施する。
食中毒、ノロウイルス、感染症予防、異物混入を防ぎ、安心かつ安全な食
事提供に努める。

状況：

食中毒、調理職員からのノロウイルス発生は0件で終えること
ができた。異物混入は3件発生してしまった。原因と予防策の
検討を行い多職種で共有した。今後も再発防止に努めてい
く。

ミールラウンドを通じて、多職種連携のもと、看取りや摂取困難なご利用者
様に対して、嗜好にも配慮した適切な食事提供を実施する。調理職員
は、提供内容を理解し、柔軟に対応することに努める。

状況：

多職種連携のもと、ご利用者様の個々に合った食事形態、介
助方法を検討し実施できている。安全・安定的な食事の提供
ができた。管理栄養士からの細かな指示もあり、調理員はご
利用者様の状態、食事内容の把握ができ柔軟な対応ができ
ている。

LIFE（科学的介護情報システム）の実施とそのフィードバックを活用するこ
とで、情報収集に取り組む。

状況：
ご利用者様の日々の栄養状態の入力は1年を通して確実に
出来た。安心・安全・安定した食事提供にも繋げることができ
た。フィードバックの活用は今後の課題である。



【特別養護老人ホーム　五日市ホーム】

1 【利用者状況】

① 【稼働率：3ヶ年推移】

※上記稼働率は、空床短期入所を含む。

② 【介護度別利用者状況】

③ 【ご利用者の年齢状況】

④ 【ご利用者の入所市区別状況】
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【特別養護老人ホーム　五日市ホーム】

⑤ 【退所状況】

⑥ 【外泊状況】

⑦ 【事故報告書（ﾋﾔﾘﾊｯﾄ含む）】

※事故報告として市区町村へ届出たものについては( )表示、詳細については別紙1に記載

2月 3月 計

死亡（看取り） 1 3 2 1 2 1

8月 9月 10月 11月 12月 1月4月 5月 6月 7月

0 0 0 0 1

長期入院 0 0 1 0

20

死亡（入院） 0 0 0 0 0 0 0 1

3 0 3 1 2 1

1

在宅 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 4

他施設 0 0 0 1 0 0

0 1 0 1 1 0

0 0 0

計 1 3 3 2 2 2

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

計

自宅 0 0 0 0 0 0 0 0

10月 11月 12月 1月 2月 3月

26

4月 5月 6月 7月 8月 9月

3 2 4 1 2 1

0 0 0

兄弟宅 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

子供宅 0 0 0 0

0 0 0 0 0

親類宅 0 0 0 0

0

孫宅 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

友人宅 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

4月 5月 6月 7月 8月

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

計 0 0 0 0

52 58 71 62 67 1045

3月 計

転落・転倒 136 78 85 79 73 142 142

9月 10月 11月 12月 1月 2月

1 0 1 1 1(1) 25(5)

15 222

裂傷・骨折 4(1) 3(2) 2 3 2 4(1) 3

16 16 16 17 21 16皮下出血・皮膚剥離 12 27 22 18 26

1 4 3 7 5 69

15 165

誤嚥・窒息 18 10 3 4 0 7 7

12 12 14 21 24 14自傷・他傷行為 21 4 11 8 9

2 5 1 3 1 33

5 26

配薬ミス 4 3 2 6 2 2 2

0 0 2 3 1 5異食 3 2 1 1 3

5 1 2 4 3 72

0 14

徘徊・行方不明 17 6 12 4 12 0 6

0 0 1 0 1 1誤薬 1 0 10 0 0

2 3

0 0 0 0 22 22

0 0

感染症等 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0医療処置関連 0 0 0 0 0

計 298(1) 148(2) 177 139 154

23 9 18 27 24 281

3 64

その他 64 12 25 14 24 16 25

6 2 6 2 9 6紛失・器物破損 18 3 4

139(1) 2016(5)205(1) 215 123 120 152 146

外泊先

月

退所理由

月

発生種別

月

発生種別

月

退所理由

月

外泊先

月

発生種別

月

発生種別

月

発生種別

月

発生種別

月



【特別養護老人ホーム　五日市ホーム】

⑧ 【面会状況】

※ 延べ来園者数

※ リモート面会含む

⑨ 【機能訓練回復状況】

年度合計

令和6年度 84 94 88 96 79 75 67 92

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

60 103 1,450

令和8年度 119 145 214 135 172 158

125 108 148 157 192 114

80 82 105 124 1,066

令和7年度 117 95 113 118

4月 5月 6月 7月 8月

158 104 95 104 118

1,747

月平均 107 111 138 116 125 114 123 125

154 126 203 116 119 86

0 0

機能訓練 25 22 25 43 22 29 27

0 0 0 0 0 0

3月 実人数 延人数

生活リハビリ 0 0 0 0 0 0

9月 10月 11月 12月 1月 2月

温熱 0 0 0 0 0

2 0 1 0 7 19

304

マッサージ 0 2 4 2 0 1 5 2

17 26 25 27 16 85

14 20

趣味的活動 35 17 23 43 41 21 48

2 2 1 4 3 1

0 0 0

評価 3 0 0 1 2 1

0 0 0 0 0 0

0 2 0 1 8 15

400

その他 1 4 1 0 0 0 5 1

35 33 39 42 23 94

41 208 75852 87 57 62 70 73計 64 45 53 89 65

訓練内容

月

訓練内容

月



【特別養護老人ホーム　五日市ホーム】

⑩ 【嘱託医による診療実績】

区分
4月 5月 6月 7月 8月

内科 179 83 93 58 126

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数

9月 上半期合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数

0 0

整形外科 13 9 18 9 16 6 13

0 0 0 0 0 0

82 852 435

外科 0 0 0 0 0 0

70 170 76 118 66 166

眼科 9 4 6 4 6

0 0 2 1 9 4

45

耳鼻咽喉科 4 1 1 1 2 1 0 0

6 12 7 15 8 87

80 46

婦人科 0 0 0 0 0 0 0

14 9 12 7 14 9

4 44 23

皮膚科 14 8 11 6 15 7

3 8 4 8 4 7

精神科 14 6 11 6 7

4 2 4 2 23 13

0

泌尿器科 5 3 4 2 3 2 3 2

0 0 0 0 0 0

0 0

歯科 9 9 8 7 9 9 8

0 0 0 0 0 0

5 76 36

神経科 0 0 0 0 0 0

5 19 7 15 7 10

0 0 0 0 0 0

48

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

8 5 5 11 10 50

年度合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

121 1,221 650

区分
10月 11月 12月 1月 2月 3月

103 235 112 174 98 229合計 247 123 152 93 184

163 80 1,761 917

外科 0 0 0 0 0

161 88 155 81 144 77

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数

内科 146 81 140 75

159 84

耳鼻咽喉科 4 1 4 1 0 0 0

10 7 15 6 21 9

0 0 0

整形外科 9 7 7 4 10 6

0 0 0 0 0 0

皮膚科 19 9 15 8 14

1 1 2 2 61 34

6

眼科 8 4 1 1 4 2 1 1

0 0 0 0 0 17

0 0

泌尿器科 1 1 1 1 2 1 2

0 0 0 0 0 0

10 189 97

婦人科 0 0 0 0 0 0

8 12 8 20 8 29

15 7 22 9 158 76

23

精神科 11 6 12 6 11 6 11 6

2 6 2 9 3 44

0 0 0

歯科 9 9 15 13 15 11

0 0 0 0 0 0神経科 0 0 0 0 0

5

合計 208 119 197 110 218 123 208 116

1 1 1 0 0 6

131 113

その他 1 1 2 1 1 1 1

16 10 14 13 12 9

216 115 258 122 2,526 1,355



【特別養護老人ホーム　五日市ホーム】

⑪ 【医療機関での診療状況：通院】

実人数 延人数
区分

4月 5月 6月 7月 8月 9月 上半期合計

延人数

外科 0 0 0 0 0

1 1 0 0 1 1

実人数

内科 0 0 0 0 0 0 0 0

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数実人数 延人数 実人数 延人数

8 8

耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 2 2

1 1 1

整形外科 3 3 3 3 0 0

0 0 0 0 0 1

皮膚科 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

1

眼科 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 1 1

0 0

泌尿器科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

婦人科 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

神経科 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0

その他 2 2 1 1 2 2 1

0 0 0 0 0 0

0 0 0

歯科 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

7 4 6 6 25 22

11

合計 5 5 4 4 2 2 1 1

1 6 3 2 2 14

延人数 実人数 延人数 実人数

内科 1 1 1 1 0

3月 年度合計

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数
区分

10月 11月 12月 1月 2月

延人数 実人数

2 2

整形外科 2 2 1 1 0 0 1

0 0 1 1 0 0

1 6 5

外科 0 0 0 0 0 0

0 2 1 0 0 1

眼科 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 1

15

耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0 0 0 0

1 3 2 1 1 16

0 0

婦人科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

皮膚科 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

精神科 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0

泌尿器科 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

1 1

歯科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

神経科 0 0 1 1 0 0

0 0 0 0 0 0

2 2 1 1 20 16

0

その他 2 1 1 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

3 46 400 3 2 6 5 3合計 5 4 4 4 0



【特別養護老人ホーム　五日市ホーム】

⑫ 【医療機関での診療状況：入院】

区分
4月 5月 6月 7月 8月

内科 0 0 0 0 9

延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数

9月 上半期合計

延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数

0 0

整形外科 0 0 18 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0

2 77 5

外科 0 0 0 0 0 0

1 28 1 5 1 35

眼科 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

2

耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 5 1 23

0 0

婦人科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

皮膚科 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

精神科 22 2 62 2 44

0 0 0 0 0 0

0

泌尿器科 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0

歯科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 128 6

神経科 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

年度合計

延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数 延日数 実人数 延日数

3 228 13

区分
10月 11月 12月 1月 2月 3月

3 28 1 5 1 40合計 22 2 80 3 53

26 2 135 11

外科 0 0 0 0 0

8 1 0 0 0 0

実人数 延日数 実人数 延日数 実人数

内科 14 1 10 2

36 3

耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

整形外科 13 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

皮膚科 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0

眼科 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0

泌尿器科 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

婦人科 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

神経科 0 0 0 0 0

0 0 0 0 128 6

0

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

歯科 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 26 2 299 20

0

合計 27 2 10 2 8 1 0 0

0 0 0 0 0 0



【特別養護老人ホーム　五日市ホーム】

2 【職員状況】

① 【職員数】

1 1 0 0 0

3 2 1 0 0 0

(1) (1) (0) (0) (0)

19 5 16 4 2 1 1 3 21 4 14 0

(16) (6) (1) (2) (1) (15) (0) (7) (0)

2 3 1 2 2 1 1 1 2 0 3 0

1 1 0 0 0

4 5 4 0 5 0

2 1 1 1 2 1 1 3 0

1 3 1 1 1 0 3 0

4 0 0 4 0

2 0 0 2 0

1 0 0 1 0

2 1 1 0 0 2 0

3 3 0 0 0 0

34 6 40 1 7 8 0 1 5 8 0 1 33 5 37 0

※常勤換算は3月末時点の数字である。

＊その他は医務課事務職員を含む　　＊介護補佐は介護職員に含める（非常勤）

② 【職員研修】

令和7.4.1の職員数 令和7年度入退職状況 令和8.3.31の職員数

正
職
員

有期契約職員

実
人
員
計

正
職
員

有期契約職員

派
遣
職
員

②
準
職
員

③
非
常
勤
職
員

④
派
遣
職
員

⑤
常
勤
換
算入

職
退
職

入
職

退
職

入
職

入
退
職
者
差
引
計

①
正
職
員

有期契約職員 実
人
員
計

（
①
+
②
+
③
+
④

）

常
勤
換
算

（
①
+
⑤

）

準
職
員

非
常
勤
職
員

派
遣
職
員

準
職
員

非
常
勤
職
員

介護支援専門員 (1) (0) (1) (1.0)

1 1.0

相談員 3 -2 1 1.0

退
職

入
職

退
職

施設長 1 0

看護師 6 -1 1.8 5 3.8

(うち、介護福祉士) (22) (0) (4.0) (22) (19.0)

介護士 40 -1 10.9 39 31.9

事務員 4 1 2.8 5 3.8

調理員 9 0 2.9 9 6.9

栄養士 1 0 0.0 1 1.0

嘱託医 2 0 0.2 2 0.2

洗濯・清掃 4 0 2.0 4 2.0

庶務・営繕 4 0 1.2 4 2.2

学生アルバイト 3 -3 0.0 0 0.0

その他 2 0 0.8 2 0.8

機能訓練指導員 1 0 0.3 1 0.3

11月 12月 1月 2月 3月 計

※生活課長は、介護職から相談員に含める

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

計 81 -6 22.9 75 55.9

67 73 51

1 1 0 2 0 11

0 5

Ｗｅｂ研修参加人数 0 0 0 3 3 1 0

3 1 0 0 0 0外部研修参加人数 0 0 0 0 1

35 1 28 65 0 498

0 482

計 0 56 67 76 55 4 111

0 110 34 0 28 63内部研修参加人数 0 56

雇用形

職種

外・内研修

月

雇用形

職種

外・内研修

月



【特別養護老人ホーム　五日市ホーム】

③ 【防災訓練】

月 訓練内容 参加人数 月 訓練内容 参加人数

6月 地震（夜間）を想定したBCP訓練 6 12月 大雪災害対策訓練 10

5月 地震（日中）を想定したBCP訓練 17 11月 応急救護訓練（感染症のため中止） 0

4月 ライフライン確認訓練　 9 10月 地域合同総合防災BCP訓練 12

9月 非常食提供BCP訓練 19 3月 ３福祉施設合同避難者受け入れ訓練 8

8月 災害時トイレ設置・封鎖訓練 10 2月 地震（夜間）を想定したBCP訓練 3

7月 台風災害対策訓練 12 1月 応急救護訓練 6



別紙1

【事故報告書】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

【特別養護老人ホーム　五日市ホーム】

発生年月日
ご利用者氏名
（イニシャル）

性別 年齢 発生種別 発生場所 原因
対応

(施設賠償保険等の請求をした場合
は、その旨記載）

お膳を運ぼうとしてバランスを崩
し、食事席の横で転倒

受診し第9肋骨骨折と診断。施設
にて加療となる

令和7年5月1日 S.S 男性 81 転倒 廊下
椅子から踵をつぶして靴を履い
た状態で立ち上がろうとしてバラ
ンスを崩し転倒

受診し左大腿骨近位部骨折にて
入院、手術

令和7年4月11日 K.C 女性 90 転倒 食堂等共用部

ベッド上で立ち上がりバランスを
崩しベッド下へ転落してしまった

受診し右大腿部頸部骨折と診断され
るも家族は手術拒否。施設にて加療
となる

令和7年9月26日 O.S 女性 91 転倒 居室(多床室)
ベッド上にて右前腕に裂傷、右大腿
部の痛みを訴えているところを発見さ
れる。転倒したと思われる

受診し右大腿骨頸部骨折にて入
院、手術

令和7年5月22日 T.T 男性 93 転落 居室(多床室)

ベッド横でうつ伏せで倒れて
いるところを発見。転倒したと
思われる

受診し右上腕骨頸部骨折と診
断。本人手術拒否され、施設にて
加療となる

令和8年3月27日 Y.K 女性 78 転倒 居室(多床室)
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